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ま 
と 
め 
る 

⑨見沼代用水・見沼通船堀が完成したあと
の人々の様子について調べる。（本時）
・運河  
・見沼通船堀 

【知・技②】  
 調べたことを年表や文などにまとめ、 
地域の発展に尽くした先人は、様々な苦 
心や努力により当時の生活の向上に貢献 
したことを理解している。〈発言・ノート〉 

・工事 
 工程表 
・想像図 

⑩井沢弥惣兵衛の働きによって、当時の
人々の生活はどのように変わったのか
考える。 
・収穫量の増加 

【思・判・表②】  
 当時の世の中の課題や人々の願いなど 
を関連付けたり総合したりして、先人の 
働きを考え、適切に表現している。 
            〈ノート〉 
 

 

⑪学習してきたことを、関係図に表し、学
習問題の結論を話し合う。 
・学習問題に対する自分なりの結論 
・学級の結論  

 
 
 
 

【思・判・表②】  
 当時の世の中の課題や人々の願いなど 
を関連付けたり総合したりして、先人の 
働きを考え、適切に表現している。 
    〈ノート・作品〉 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 　 　　  調べたことを年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くした先  人は、様々な 
苦心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解するこ  とができる。  

                                    【知識及び技能】 
 

学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価 〈方法〉 資料等 時間 
１ 前時の学習を振り返り、本時の

課題を立てる。 
 
 

・前時の学習を振り返り、学
 習の見通しをもたせる。 

 
 

３

３ 学芸員から話を聞いたり、資料
を見 たりして、見沼代用水がで 
きた 後と当時の人々の生活の様 

     ついて調べ、まとめる。子に  
       
  
  
・見沼通船堀 ・舟運 ・収穫量  

 ・大型テレビ 
・今昔マップ 
 
 
 

15

５ 本時のまとめをする。 
 
 
 
 
 
 
６ 本時の学習の振り返りをし、 
 次時への見通しをもつ。 

 
 
 
 
 

３ 

   

  見沼代用水が完成した後、見沼通船堀ができたことで、船で江戸へ米を運ぶことや、 
 江戸から肥料や荷物を運ぶことができるようになった。その結果、見沼のまわりの地域  
 は、荷物が行き来するようになって、栄えた。 

学習内容によって、ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰの招聘や資料
提供の依頼等、博学連携ができるとよい。 

    見沼代用水ができた後、見沼のまわりは、どのように変 わったのだろうか。  

本時の課題とまとめが正対

するようにする。 

P38 指導計画作成

の留意事項⑵ 

 課題 

P38 指導計画 
作成の留意事項⑹ 

評 価 す る

際に、１単

位 時 間 で

３ 観 点 全

て を 見 取

る 必 要 は

ない。 

井沢弥惣兵衛は、地域の問題を解決するため、地域の人々と協力し、長い距離を短期間で

工事し、見沼代用水を作った。地形を生かしたり、「ふせこし」や「かけとい」といった特

別な方法を使ったりしている。見沼のまわりの地域では、田が増え、米の収穫量も増えた。

通船堀が作られ、江戸へ米が運びやすくなった。この地域の人々の生活は、豊かになった。

学習問題の結論

まとめ 

単元の後半は、評価したことを

記録に残す場面の要素が強い。

 児童に、分かったことや考
えたこと、疑問に思ったこと、
自己の学び方、次時への見通
し等について、振り返らせる
ようにする。 

評 調べたことを年表や文など

にまとめ、地域の発展に尽くし

た先人は、様々な苦心や努力に

より当時の生活の向上に貢献

したことを理解している。 
  【知・技②】〈発言・ノート〉

⇒ 貢献したことを読み取るこ
とが難しい児童には、学芸員
から聞いた話や資料の内容に
ついて、年代を追って年表に
まとめるよう助言し、それを
見ながら当時の生活がどのよ
うに変化したのかを確認する
よう促す。 

指導と評価の一体化
を図る。 
「努力を要する状況」へ
の手立て（以下⇒で表
す）を、評価と併せて記
入する。「おおむね満足
できる状況」を「十分満
足できる状況」にするた
めの手立てを記入する
場合もある。 

評価規準が、その時間の目標と対応

するようにする。 

第３　指導と評価の計画及び改善　　 ※　実際の指導案の形式については、Ｐ48～51を参照

１　単元計画の作成と評価及び改善の考え方　　※　詳細は下記事例を参照
　・ 　単元計画の作成においては、学習指導要領解説を読み解き、学習内容の明確化を図ることが

必要である。
　・ 　評価計画の作成においては、単元全体を見通し、「評価したことを指導に生かす場面」と

「評価したことを記録に残す場面」が適切に位置付けられるよう留意する。
　・ 　評価規準において、「主体的に学習に取り組む態度」の②を積極的に記述するのは、学習指

導要領の内容の取扱いに「選択・判断」や「多角的に考える」と示されている内容である。ま
た、第６学年の歴史的単元では、「文化」や「歴史を学ぶ意味」を考えさせる単元において記
述できる。

２　本時の学習指導と評価及び改善の考え方　　※　詳細は下記事例を参照
　・　本時の目標と評価、本時の課題とまとめの整合性を図る。　　
３　単元計画及び本時の指導と評価、授業改善例
　ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、一部抜粋し留意点をまとめて示している。
＜第４学年の内容⑷ア イ ウ、イ イ 地域の発展に尽くした先人を事例として＞
１　小単元名　　見沼の開発－見沼代用水と井沢弥惣兵衛－
２　小単元について（略）
３　小単元の目標と評価規準
　⑴　目標
　　 　地域の発展に尽くした先人について、当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して、見

学・調査したり地図などの資料で調べたりして、年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くし
た先人の具体的事例を捉え、先人の働きを関連付けて考え、地域の発展に尽くした先人は、
様々な苦心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに、
主体的に学習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。

　⑵　評価規準

４　小単元の指導計画・評価計画（11時間扱い）　※　一部省略し、波線で表記した。　
　「学習活動　・学習内容」の○数字は時間を表す。　
【知・技】：知識・技能 【思・判・表】：思考・判断・表現 【態】：主体的に学習に取り組む態度

第３ 指導と評価の計画及び改善  ※ 実際の指導案の形式については、Ｐ48～51を参照  

１ 単元計画の作成と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 単元計画の作成においては、学習指導要領解説を読み解き、学習内容の明確化を図ることが必要 
  である。 
 ・ 評価計画の作成においては、単元全体を見通し、「評価したことを指導に生かす場面」と「評価し 
  たことを記録に残す場面」が適切に位置付けられるよう留意する。 
 ・ 評価規準において、「主体的に学習に取り組む態度」の②を積極的に記述するのは、学習指導要領 

の内容の取扱いに「選択・判断」や「多角的」と示されている内容である。また、第６学年の歴史 
的単元では、「文化」や「歴史を学ぶ意味」を考えさせる単元において記述できる。 

２ 本時の学習指導と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 本時の目標と評価、本時の課題とまとめの整合性を図る。   
３ 単元計画及び本時の指導と評価、授業改善例 
  ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、一部抜粋し留意点をまとめて示している。 

＜第４学年の内容⑷ア(イ)(ウ)、イ(イ)地域の発展に尽くした先人を事例として＞ 
１ 小単元名  見沼の開発－見沼代用水と井沢弥惣兵衛－ 
２ 小単元について（略） 
３ 小単元の目標と評価規準 
 ⑴ 目標 
  地域の発展に尽くした先人について、当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して、見学 
 ・調査したり地図などの資料で調べたりして、年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くした先 
 人の具体的事例を捉え、先人の働きを関連付けて考え、地域の発展に尽くした先人は、様々な苦 
 心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに、主体的に学 
 習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。 
 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①当時の世の中の課題や人々の願いなどに

ついて、見学・調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報を集め、
読み取り、地域の発展に尽くした先人の
具体的事例を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ、地
域の発展に尽くした先人は、様々な苦心
や努力により当時の生活の向上に貢献し
たことを理解している。 

①当時の世の中の課題や人々の願い
などに着目して、問いを見いだし、
地域の発展に尽くした先人の具体
的事例について考え、表現してい
る。 

②当時の世の中の課題や人々の願い
などを関連付けたり総合したりし
て、先人の働きを考え、適切に表
現している。 

①地域の発展に尽くした先人の
働きについて、予想や学習計画
を立て、学習を見直したりして、
学習問題を追究し、解決しよう
としている。 

 
 
 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い） ※ 一部省略し、波線で表記した。  

「学習活動 ・学習内容」の○数字は時間を表す。  

【知・技】：知識・技能 【思・判・表】：思考・判断・表現 【態】：主体的に学習に取り組む態度 

 ○学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
 
 
つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
調 
べ 
る 

①見沼の現在の様子と昔の様子について
調べ、疑問に思ったことを話し合い、学
習問題を立てる。 
・見沼 ・井沢弥惣兵衛 
・世界かんがい施設遺産 

 
 
 
 

【思・判・表①】 
 当時の世の中の課題や人々の願い 
などに着目して、学習問題を考える。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 
・新聞記事

②学習問題について予想し、学習計画を立
てる。 

 
 

【態①】  
 地域の発展に尽くした先人の働き 
について、予想や学習計画を立て、 
解決の見通しをもっている。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 

③見沼代用水ができる前の見沼周辺の様
子について調べる。 
・ため池 ・こう水 ・日照り 

 ・文献資料

・想像図 
学習活動と学習内容については、枠
内で区別して記述し、学習活動は、
「○文章」で表記し、学習内容は、 
主に「・体言止め」にする。 

 
井沢弥惣兵衛は、どのようにして見沼代用水をつくり、当時の人々 

の生活はどうなったのだろう。 

 学習問題 

「つかむ」から「調べる」といった学習
過程の切り替わりの場面は、児童の思考
の流れを意識し、斜線で表記した。 

単元の前半は、評価したこ

とを指導に生かす場面の

要素が強い。 

第３ 指導と評価の計画及び改善  ※ 実際の指導案の形式については、Ｐ48～51を参照  

１ 単元計画の作成と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 単元計画の作成においては、学習指導要領解説を読み解き、学習内容の明確化を図ることが必要 
  である。 
 ・ 評価計画の作成においては、単元全体を見通し、「評価したことを指導に生かす場面」と「評価し 
  たことを記録に残す場面」が適切に位置付けられるよう留意する。 
 ・ 評価規準において、「主体的に学習に取り組む態度」の②を積極的に記述するのは、学習指導要領 

の内容の取扱いに「選択・判断」や「多角的」と示されている内容である。また、第６学年の歴史 
的単元では、「文化」や「歴史を学ぶ意味」を考えさせる単元において記述できる。 

２ 本時の学習指導と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 本時の目標と評価、本時の課題とまとめの整合性を図る。   
３ 単元計画及び本時の指導と評価、授業改善例 
  ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、一部抜粋し留意点をまとめて示している。 

＜第４学年の内容⑷ア(イ)(ウ)、イ(イ)地域の発展に尽くした先人を事例として＞ 
１ 小単元名  見沼の開発－見沼代用水と井沢弥惣兵衛－ 
２ 小単元について（略） 
３ 小単元の目標と評価規準 
 ⑴ 目標 
  地域の発展に尽くした先人について、当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して、見学 
 ・調査したり地図などの資料で調べたりして、年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くした先 
 人の具体的事例を捉え、先人の働きを関連付けて考え、地域の発展に尽くした先人は、様々な苦 
 心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに、主体的に学 
 習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。 
 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①当時の世の中の課題や人々の願いなどに

ついて、見学・調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報を集め、
読み取り、地域の発展に尽くした先人の
具体的事例を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ、地
域の発展に尽くした先人は、様々な苦心
や努力により当時の生活の向上に貢献し
たことを理解している。 

①当時の世の中の課題や人々の願い
などに着目して、問いを見いだし、
地域の発展に尽くした先人の具体
的事例について考え、表現してい
る。 

②当時の世の中の課題や人々の願い
などを関連付けたり総合したりし
て、先人の働きを考え、適切に表
現している。 

①地域の発展に尽くした先人の
働きについて、予想や学習計画
を立て、学習を見直したりして、
学習問題を追究し、解決しよう
としている。 

 
 
 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い） ※ 一部省略し、波線で表記した。  

「学習活動 ・学習内容」の○数字は時間を表す。  

【知・技】：知識・技能 【思・判・表】：思考・判断・表現 【態】：主体的に学習に取り組む態度 

 ○学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
 
 
つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
調 
べ 
る 

①見沼の現在の様子と昔の様子について
調べ、疑問に思ったことを話し合い、学
習問題を立てる。 
・見沼 ・井沢弥惣兵衛 
・世界かんがい施設遺産 

 
 
 
 

【思・判・表①】 
 当時の世の中の課題や人々の願い 
などに着目して、学習問題を考える。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 
・新聞記事

②学習問題について予想し、学習計画を立
てる。 

 
 

【態①】  
 地域の発展に尽くした先人の働き 
について、予想や学習計画を立て、 
解決の見通しをもっている。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 

③見沼代用水ができる前の見沼周辺の様
子について調べる。 
・ため池 ・こう水 ・日照り 

 ・文献資料

・想像図 
学習活動と学習内容については、枠
内で区別して記述し、学習活動は、
「○文章」で表記し、学習内容は、 
主に「・体言止め」にする。 

 
井沢弥惣兵衛は、どのようにして見沼代用水をつくり、当時の人々 

の生活はどうなったのだろう。 

 学習問題 

「つかむ」から「調べる」といった学習
過程の切り替わりの場面は、児童の思考
の流れを意識し、斜線で表記した。 

単元の前半は、評価したこ

とを指導に生かす場面の

要素が強い。 
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ま 
と 
め 
る 

⑨見沼代用水・見沼通船堀が完成したあと
の人々の様子について調べる。（本時）
・運河  
・見沼通船堀 

【知・技②】  
 調べたことを年表や文などにまとめ、 
地域の発展に尽くした先人は、様々な苦 
心や努力により当時の生活の向上に貢献 
したことを理解している。〈発言・ノート〉 

・工事 
 工程表 
・想像図 

⑩井沢弥惣兵衛の働きによって、当時の
人々の生活はどのように変わったのか
考える。 
・収穫量の増加 

【思・判・表②】  
 当時の世の中の課題や人々の願いなど 
を関連付けたり総合したりして、先人の 
働きを考え、適切に表現している。 
            〈ノート〉 
 

 

⑪学習してきたことを、関係図に表し、学
習問題の結論を話し合う。 
・学習問題に対する自分なりの結論 
・学級の結論  

 
 
 
 

【思・判・表②】  
 当時の世の中の課題や人々の願いなど 
を関連付けたり総合したりして、先人の 
働きを考え、適切に表現している。 
    〈ノート・作品〉 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 　 　　  調べたことを年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くした先  人は、様々な 
苦心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解するこ  とができる。  

                                    【知識及び技能】 
 

学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価 〈方法〉 資料等 時間 
１ 前時の学習を振り返り、本時の
課題を立てる。 

 
 

・前時の学習を振り返り、学
 習の見通しをもたせる。 

 
 

３

３ 学芸員から話を聞いたり、資料
を見 たりして、見沼代用水がで 
きた 後と当時の人々の生活の様 

     ついて調べ、まとめる。子に  
       
  
  
・見沼通船堀 ・舟運 ・収穫量  

 ・大型テレビ 
・今昔マップ 
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５ 本時のまとめをする。 
 
 
 
 
 
 
６ 本時の学習の振り返りをし、 
 次時への見通しをもつ。 

 
 
 
 
 

３ 

   

  見沼代用水が完成した後、見沼通船堀ができたことで、船で江戸へ米を運ぶことや、 
 江戸から肥料や荷物を運ぶことができるようになった。その結果、見沼のまわりの地域  
 は、荷物が行き来するようになって、栄えた。 

学習内容によって、ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰの招聘や資料
提供の依頼等、博学連携ができるとよい。 

    見沼代用水ができた後、見沼のまわりは、どのように変 わったのだろうか。  

本時の課題とまとめが正対

するようにする。 

P38 指導計画作成

の留意事項⑵ 

 課題 

P38 指導計画 
作成の留意事項⑹ 

評 価 す る

際に、１単

位 時 間 で

３ 観 点 全

て を 見 取

る 必 要 は

ない。 

井沢弥惣兵衛は、地域の問題を解決するため、地域の人々と協力し、長い距離を短期間で

工事し、見沼代用水を作った。地形を生かしたり、「ふせこし」や「かけとい」といった特

別な方法を使ったりしている。見沼のまわりの地域では、田が増え、米の収穫量も増えた。

通船堀が作られ、江戸へ米が運びやすくなった。この地域の人々の生活は、豊かになった。

学習問題の結論

まとめ 

単元の後半は、評価したことを

記録に残す場面の要素が強い。

 児童に、分かったことや考
えたこと、疑問に思ったこと、
自己の学び方、次時への見通
し等について、振り返らせる
ようにする。 

評 調べたことを年表や文など

にまとめ、地域の発展に尽くし

た先人は、様々な苦心や努力に

より当時の生活の向上に貢献

したことを理解している。 
  【知・技②】〈発言・ノート〉

⇒ 貢献したことを読み取るこ
とが難しい児童には、学芸員
から聞いた話や資料の内容に
ついて、年代を追って年表に
まとめるよう助言し、それを
見ながら当時の生活がどのよ
うに変化したのかを確認する
よう促す。 

指導と評価の一体化
を図る。 
「努力を要する状況」へ
の手立て（以下⇒で表
す）を、評価と併せて記
入する。「おおむね満足
できる状況」を「十分満
足できる状況」にするた
めの手立てを記入する
場合もある。 

評価規準が、その時間の目標と対応

するようにする。 

第３　指導と評価の計画及び改善　　 ※　実際の指導案の形式については、Ｐ48～51を参照

１　単元計画の作成と評価及び改善の考え方　　※　詳細は下記事例を参照
　・ 　単元計画の作成においては、学習指導要領解説を読み解き、学習内容の明確化を図ることが

必要である。
　・ 　評価計画の作成においては、単元全体を見通し、「評価したことを指導に生かす場面」と

「評価したことを記録に残す場面」が適切に位置付けられるよう留意する。
　・ 　評価規準において、「主体的に学習に取り組む態度」の②を積極的に記述するのは、学習指

導要領の内容の取扱いに「選択・判断」や「多角的に考える」と示されている内容である。ま
た、第６学年の歴史的単元では、「文化」や「歴史を学ぶ意味」を考えさせる単元において記
述できる。

２　本時の学習指導と評価及び改善の考え方　　※　詳細は下記事例を参照
　・　本時の目標と評価、本時の課題とまとめの整合性を図る。　　
３　単元計画及び本時の指導と評価、授業改善例
　ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、一部抜粋し留意点をまとめて示している。
＜第４学年の内容⑷ア イ ウ、イ イ 地域の発展に尽くした先人を事例として＞
１　小単元名　　見沼の開発－見沼代用水と井沢弥惣兵衛－
２　小単元について（略）
３　小単元の目標と評価規準
　⑴　目標
　　 　地域の発展に尽くした先人について、当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して、見

学・調査したり地図などの資料で調べたりして、年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くし
た先人の具体的事例を捉え、先人の働きを関連付けて考え、地域の発展に尽くした先人は、
様々な苦心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに、
主体的に学習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。

　⑵　評価規準

４　小単元の指導計画・評価計画（11時間扱い）　※　一部省略し、波線で表記した。　
　「学習活動　・学習内容」の○数字は時間を表す。　
【知・技】：知識・技能 【思・判・表】：思考・判断・表現 【態】：主体的に学習に取り組む態度

第３ 指導と評価の計画及び改善  ※ 実際の指導案の形式については、Ｐ48～51を参照  

１ 単元計画の作成と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 単元計画の作成においては、学習指導要領解説を読み解き、学習内容の明確化を図ることが必要 
  である。 
 ・ 評価計画の作成においては、単元全体を見通し、「評価したことを指導に生かす場面」と「評価し 
  たことを記録に残す場面」が適切に位置付けられるよう留意する。 
 ・ 評価規準において、「主体的に学習に取り組む態度」の②を積極的に記述するのは、学習指導要領 

の内容の取扱いに「選択・判断」や「多角的」と示されている内容である。また、第６学年の歴史 
的単元では、「文化」や「歴史を学ぶ意味」を考えさせる単元において記述できる。 

２ 本時の学習指導と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 本時の目標と評価、本時の課題とまとめの整合性を図る。   
３ 単元計画及び本時の指導と評価、授業改善例 
  ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、一部抜粋し留意点をまとめて示している。 

＜第４学年の内容⑷ア(イ)(ウ)、イ(イ)地域の発展に尽くした先人を事例として＞ 
１ 小単元名  見沼の開発－見沼代用水と井沢弥惣兵衛－ 
２ 小単元について（略） 
３ 小単元の目標と評価規準 
 ⑴ 目標 
  地域の発展に尽くした先人について、当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して、見学 
 ・調査したり地図などの資料で調べたりして、年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くした先 
 人の具体的事例を捉え、先人の働きを関連付けて考え、地域の発展に尽くした先人は、様々な苦 
 心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに、主体的に学 
 習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。 
 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①当時の世の中の課題や人々の願いなどに
ついて、見学・調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報を集め、
読み取り、地域の発展に尽くした先人の
具体的事例を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ、地
域の発展に尽くした先人は、様々な苦心
や努力により当時の生活の向上に貢献し
たことを理解している。 

①当時の世の中の課題や人々の願い
などに着目して、問いを見いだし、
地域の発展に尽くした先人の具体
的事例について考え、表現してい
る。 

②当時の世の中の課題や人々の願い
などを関連付けたり総合したりし
て、先人の働きを考え、適切に表
現している。 

①地域の発展に尽くした先人の
働きについて、予想や学習計画
を立て、学習を見直したりして、
学習問題を追究し、解決しよう
としている。 

 
 
 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い） ※ 一部省略し、波線で表記した。  

「学習活動 ・学習内容」の○数字は時間を表す。  

【知・技】：知識・技能 【思・判・表】：思考・判断・表現 【態】：主体的に学習に取り組む態度 

 ○学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
 
 
つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
調 
べ 
る 

①見沼の現在の様子と昔の様子について
調べ、疑問に思ったことを話し合い、学
習問題を立てる。 
・見沼 ・井沢弥惣兵衛 
・世界かんがい施設遺産 

 
 
 
 

【思・判・表①】 
 当時の世の中の課題や人々の願い 
などに着目して、学習問題を考える。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 
・新聞記事

②学習問題について予想し、学習計画を立
てる。 

 
 

【態①】  
 地域の発展に尽くした先人の働き 
について、予想や学習計画を立て、 
解決の見通しをもっている。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 

③見沼代用水ができる前の見沼周辺の様
子について調べる。 
・ため池 ・こう水 ・日照り 

 ・文献資料

・想像図 
学習活動と学習内容については、枠
内で区別して記述し、学習活動は、
「○文章」で表記し、学習内容は、 
主に「・体言止め」にする。 

 
井沢弥惣兵衛は、どのようにして見沼代用水をつくり、当時の人々 

の生活はどうなったのだろう。 

 学習問題 

「つかむ」から「調べる」といった学習
過程の切り替わりの場面は、児童の思考
の流れを意識し、斜線で表記した。 

単元の前半は、評価したこ

とを指導に生かす場面の

要素が強い。 

第３ 指導と評価の計画及び改善  ※ 実際の指導案の形式については、Ｐ48～51を参照  

１ 単元計画の作成と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 単元計画の作成においては、学習指導要領解説を読み解き、学習内容の明確化を図ることが必要 
  である。 
 ・ 評価計画の作成においては、単元全体を見通し、「評価したことを指導に生かす場面」と「評価し 
  たことを記録に残す場面」が適切に位置付けられるよう留意する。 
 ・ 評価規準において、「主体的に学習に取り組む態度」の②を積極的に記述するのは、学習指導要領 

の内容の取扱いに「選択・判断」や「多角的」と示されている内容である。また、第６学年の歴史 
的単元では、「文化」や「歴史を学ぶ意味」を考えさせる単元において記述できる。 

２ 本時の学習指導と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 本時の目標と評価、本時の課題とまとめの整合性を図る。   
３ 単元計画及び本時の指導と評価、授業改善例 
  ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、一部抜粋し留意点をまとめて示している。 

＜第４学年の内容⑷ア(イ)(ウ)、イ(イ)地域の発展に尽くした先人を事例として＞ 
１ 小単元名  見沼の開発－見沼代用水と井沢弥惣兵衛－ 
２ 小単元について（略） 
３ 小単元の目標と評価規準 
 ⑴ 目標 
  地域の発展に尽くした先人について、当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して、見学 
 ・調査したり地図などの資料で調べたりして、年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くした先 
 人の具体的事例を捉え、先人の働きを関連付けて考え、地域の発展に尽くした先人は、様々な苦 
 心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに、主体的に学 
 習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。 
 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①当時の世の中の課題や人々の願いなどに
ついて、見学・調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報を集め、
読み取り、地域の発展に尽くした先人の
具体的事例を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ、地
域の発展に尽くした先人は、様々な苦心
や努力により当時の生活の向上に貢献し
たことを理解している。 

①当時の世の中の課題や人々の願い
などに着目して、問いを見いだし、
地域の発展に尽くした先人の具体
的事例について考え、表現してい
る。 

②当時の世の中の課題や人々の願い
などを関連付けたり総合したりし
て、先人の働きを考え、適切に表
現している。 

①地域の発展に尽くした先人の
働きについて、予想や学習計画
を立て、学習を見直したりして、
学習問題を追究し、解決しよう
としている。 

 
 
 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い） ※ 一部省略し、波線で表記した。  

「学習活動 ・学習内容」の○数字は時間を表す。  

【知・技】：知識・技能 【思・判・表】：思考・判断・表現 【態】：主体的に学習に取り組む態度 

 ○学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
 
 
つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
調 
べ 
る 

①見沼の現在の様子と昔の様子について
調べ、疑問に思ったことを話し合い、学
習問題を立てる。 
・見沼 ・井沢弥惣兵衛 
・世界かんがい施設遺産 

 
 
 
 

【思・判・表①】 
 当時の世の中の課題や人々の願い 
などに着目して、学習問題を考える。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 
・新聞記事

②学習問題について予想し、学習計画を立
てる。 

 
 

【態①】  
 地域の発展に尽くした先人の働き 
について、予想や学習計画を立て、 
解決の見通しをもっている。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 

③見沼代用水ができる前の見沼周辺の様
子について調べる。 
・ため池 ・こう水 ・日照り 

 ・文献資料

・想像図 
学習活動と学習内容については、枠
内で区別して記述し、学習活動は、
「○文章」で表記し、学習内容は、 
主に「・体言止め」にする。 

 
井沢弥惣兵衛は、どのようにして見沼代用水をつくり、当時の人々 

の生活はどうなったのだろう。 

 学習問題 

「つかむ」から「調べる」といった学習
過程の切り替わりの場面は、児童の思考
の流れを意識し、斜線で表記した。 

単元の前半は、評価したこ

とを指導に生かす場面の

要素が強い。 
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社

　会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま 
と 
め 
る 

⑨見沼代用水・見沼通船堀が完成したあと
の人々の様子について調べる。（本時）
・運河  
・見沼通船堀 

【知・技②】  
 調べたことを年表や文などにまとめ、 
地域の発展に尽くした先人は、様々な苦 
心や努力により当時の生活の向上に貢献 
したことを理解している。〈発言・ノート〉 

・工事 
 工程表 
・想像図 

⑩井沢弥惣兵衛の働きによって、当時の
人々の生活はどのように変わったのか
考える。 
・収穫量の増加 

【思・判・表②】  
 当時の世の中の課題や人々の願いなど 
を関連付けたり総合したりして、先人の 
働きを考え、適切に表現している。 
            〈ノート〉 
 

 

⑪学習してきたことを、関係図に表し、学
習問題の結論を話し合う。 
・学習問題に対する自分なりの結論 
・学級の結論  

 
 
 
 

【思・判・表②】  
 当時の世の中の課題や人々の願いなど 
を関連付けたり総合したりして、先人の 
働きを考え、適切に表現している。 
    〈ノート・作品〉 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 　 　　  調べたことを年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くした先  人は、様々な 
苦心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解するこ  とができる。  

                                    【知識及び技能】 
 

学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価 〈方法〉 資料等 時間 
１ 前時の学習を振り返り、本時の
課題を立てる。 

 
 

・前時の学習を振り返り、学
 習の見通しをもたせる。 

 
 

３

３ 学芸員から話を聞いたり、資料
を見 たりして、見沼代用水がで 
きた 後と当時の人々の生活の様 

     ついて調べ、まとめる。子に  
       
  
  
・見沼通船堀 ・舟運 ・収穫量  

 ・大型テレビ 
・今昔マップ 
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５ 本時のまとめをする。 
 
 
 
 
 
 
６ 本時の学習の振り返りをし、 
 次時への見通しをもつ。 

 
 
 
 
 

３ 

   

  見沼代用水が完成した後、見沼通船堀ができたことで、船で江戸へ米を運ぶことや、 
 江戸から肥料や荷物を運ぶことができるようになった。その結果、見沼のまわりの地域  
 は、荷物が行き来するようになって、栄えた。 

学習内容によって、ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰの招聘や資料
提供の依頼等、博学連携ができるとよい。 

    見沼代用水ができた後、見沼のまわりは、どのように変 わったのだろうか。  

本時の課題とまとめが正対

するようにする。 

P38 指導計画作成

の留意事項⑵ 

 課題 

P38 指導計画 
作成の留意事項⑹ 

評 価 す る

際に、１単

位 時 間 で

３ 観 点 全

て を 見 取

る 必 要 は

ない。 

井沢弥惣兵衛は、地域の問題を解決するため、地域の人々と協力し、長い距離を短期間で

工事し、見沼代用水を作った。地形を生かしたり、「ふせこし」や「かけとい」といった特

別な方法を使ったりしている。見沼のまわりの地域では、田が増え、米の収穫量も増えた。

通船堀が作られ、江戸へ米が運びやすくなった。この地域の人々の生活は、豊かになった。

学習問題の結論

まとめ 

単元の後半は、評価したことを

記録に残す場面の要素が強い。

 児童に、分かったことや考
えたこと、疑問に思ったこと、
自己の学び方、次時への見通
し等について、振り返らせる
ようにする。 

評 調べたことを年表や文など

にまとめ、地域の発展に尽くし

た先人は、様々な苦心や努力に

より当時の生活の向上に貢献

したことを理解している。 
  【知・技②】〈発言・ノート〉

⇒ 貢献したことを読み取るこ
とが難しい児童には、学芸員
から聞いた話や資料の内容に
ついて、年代を追って年表に
まとめるよう助言し、それを
見ながら当時の生活がどのよ
うに変化したのかを確認する
よう促す。 

指導と評価の一体化
を図る。 
「努力を要する状況」へ
の手立て（以下⇒で表
す）を、評価と併せて記
入する。「おおむね満足
できる状況」を「十分満
足できる状況」にするた
めの手立てを記入する
場合もある。 

評価規準が、その時間の目標と対応

するようにする。 

第３　指導と評価の計画及び改善　　 ※　実際の指導案の形式については、Ｐ48～51を参照

１　単元計画の作成と評価及び改善の考え方　　※　詳細は下記事例を参照
　・ 　単元計画の作成においては、学習指導要領解説を読み解き、学習内容の明確化を図ることが

必要である。
　・ 　評価計画の作成においては、単元全体を見通し、「評価したことを指導に生かす場面」と

「評価したことを記録に残す場面」が適切に位置付けられるよう留意する。
　・ 　評価規準において、「主体的に学習に取り組む態度」の②を積極的に記述するのは、学習指

導要領の内容の取扱いに「選択・判断」や「多角的に考える」と示されている内容である。ま
た、第６学年の歴史的単元では、「文化」や「歴史を学ぶ意味」を考えさせる単元において記
述できる。

２　本時の学習指導と評価及び改善の考え方　　※　詳細は下記事例を参照
　・　本時の目標と評価、本時の課題とまとめの整合性を図る。　　
３　単元計画及び本時の指導と評価、授業改善例
　ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、一部抜粋し留意点をまとめて示している。
＜第４学年の内容⑷ア イ ウ、イ イ 地域の発展に尽くした先人を事例として＞
１　小単元名　　見沼の開発－見沼代用水と井沢弥惣兵衛－
２　小単元について（略）
３　小単元の目標と評価規準
　⑴　目標
　　 　地域の発展に尽くした先人について、当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して、見

学・調査したり地図などの資料で調べたりして、年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くし
た先人の具体的事例を捉え、先人の働きを関連付けて考え、地域の発展に尽くした先人は、
様々な苦心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに、
主体的に学習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。

　⑵　評価規準

４　小単元の指導計画・評価計画（11時間扱い）　※　一部省略し、波線で表記した。　
　「学習活動　・学習内容」の○数字は時間を表す。　
【知・技】：知識・技能 【思・判・表】：思考・判断・表現 【態】：主体的に学習に取り組む態度

第３ 指導と評価の計画及び改善  ※ 実際の指導案の形式については、Ｐ48～51を参照  

１ 単元計画の作成と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 単元計画の作成においては、学習指導要領解説を読み解き、学習内容の明確化を図ることが必要 
  である。 
 ・ 評価計画の作成においては、単元全体を見通し、「評価したことを指導に生かす場面」と「評価し 
  たことを記録に残す場面」が適切に位置付けられるよう留意する。 
 ・ 評価規準において、「主体的に学習に取り組む態度」の②を積極的に記述するのは、学習指導要領 

の内容の取扱いに「選択・判断」や「多角的」と示されている内容である。また、第６学年の歴史 
的単元では、「文化」や「歴史を学ぶ意味」を考えさせる単元において記述できる。 

２ 本時の学習指導と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 本時の目標と評価、本時の課題とまとめの整合性を図る。   
３ 単元計画及び本時の指導と評価、授業改善例 
  ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、一部抜粋し留意点をまとめて示している。 

＜第４学年の内容⑷ア(イ)(ウ)、イ(イ)地域の発展に尽くした先人を事例として＞ 
１ 小単元名  見沼の開発－見沼代用水と井沢弥惣兵衛－ 
２ 小単元について（略） 
３ 小単元の目標と評価規準 
 ⑴ 目標 
  地域の発展に尽くした先人について、当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して、見学 
 ・調査したり地図などの資料で調べたりして、年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くした先 
 人の具体的事例を捉え、先人の働きを関連付けて考え、地域の発展に尽くした先人は、様々な苦 
 心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに、主体的に学 
 習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。 
 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①当時の世の中の課題や人々の願いなどに
ついて、見学・調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報を集め、
読み取り、地域の発展に尽くした先人の
具体的事例を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ、地
域の発展に尽くした先人は、様々な苦心
や努力により当時の生活の向上に貢献し
たことを理解している。 

①当時の世の中の課題や人々の願い
などに着目して、問いを見いだし、
地域の発展に尽くした先人の具体
的事例について考え、表現してい
る。 

②当時の世の中の課題や人々の願い
などを関連付けたり総合したりし
て、先人の働きを考え、適切に表
現している。 

①地域の発展に尽くした先人の
働きについて、予想や学習計画
を立て、学習を見直したりして、
学習問題を追究し、解決しよう
としている。 

 
 
 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い） ※ 一部省略し、波線で表記した。  

「学習活動 ・学習内容」の○数字は時間を表す。  

【知・技】：知識・技能 【思・判・表】：思考・判断・表現 【態】：主体的に学習に取り組む態度 

 ○学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
 
 
つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
調 
べ 
る 

①見沼の現在の様子と昔の様子について
調べ、疑問に思ったことを話し合い、学
習問題を立てる。 
・見沼 ・井沢弥惣兵衛 
・世界かんがい施設遺産 

 
 
 
 

【思・判・表①】 
 当時の世の中の課題や人々の願い 
などに着目して、学習問題を考える。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 
・新聞記事

②学習問題について予想し、学習計画を立
てる。 

 
 

【態①】  
 地域の発展に尽くした先人の働き 
について、予想や学習計画を立て、 
解決の見通しをもっている。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 

③見沼代用水ができる前の見沼周辺の様
子について調べる。 
・ため池 ・こう水 ・日照り 

 ・文献資料

・想像図 
学習活動と学習内容については、枠
内で区別して記述し、学習活動は、
「○文章」で表記し、学習内容は、 
主に「・体言止め」にする。 

 
井沢弥惣兵衛は、どのようにして見沼代用水をつくり、当時の人々 

の生活はどうなったのだろう。 

 学習問題 

「つかむ」から「調べる」といった学習
過程の切り替わりの場面は、児童の思考
の流れを意識し、斜線で表記した。 

単元の前半は、評価したこ

とを指導に生かす場面の

要素が強い。 

第３ 指導と評価の計画及び改善  ※ 実際の指導案の形式については、Ｐ48～51を参照  

１ 単元計画の作成と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 単元計画の作成においては、学習指導要領解説を読み解き、学習内容の明確化を図ることが必要 
  である。 
 ・ 評価計画の作成においては、単元全体を見通し、「評価したことを指導に生かす場面」と「評価し 
  たことを記録に残す場面」が適切に位置付けられるよう留意する。 
 ・ 評価規準において、「主体的に学習に取り組む態度」の②を積極的に記述するのは、学習指導要領 

の内容の取扱いに「選択・判断」や「多角的」と示されている内容である。また、第６学年の歴史 
的単元では、「文化」や「歴史を学ぶ意味」を考えさせる単元において記述できる。 

２ 本時の学習指導と評価及び改善の考え方  ※ 詳細は下記事例を参照 
 ・ 本時の目標と評価、本時の課題とまとめの整合性を図る。   
３ 単元計画及び本時の指導と評価、授業改善例 
  ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、一部抜粋し留意点をまとめて示している。 

＜第４学年の内容⑷ア(イ)(ウ)、イ(イ)地域の発展に尽くした先人を事例として＞ 
１ 小単元名  見沼の開発－見沼代用水と井沢弥惣兵衛－ 
２ 小単元について（略） 
３ 小単元の目標と評価規準 
 ⑴ 目標 
  地域の発展に尽くした先人について、当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して、見学 
 ・調査したり地図などの資料で調べたりして、年表や文などにまとめ、地域の発展に尽くした先 
 人の具体的事例を捉え、先人の働きを関連付けて考え、地域の発展に尽くした先人は、様々な苦 
 心や努力により当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに、主体的に学 
 習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。 
 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①当時の世の中の課題や人々の願いなどに
ついて、見学・調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報を集め、
読み取り、地域の発展に尽くした先人の
具体的事例を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ、地
域の発展に尽くした先人は、様々な苦心
や努力により当時の生活の向上に貢献し
たことを理解している。 

①当時の世の中の課題や人々の願い
などに着目して、問いを見いだし、
地域の発展に尽くした先人の具体
的事例について考え、表現してい
る。 

②当時の世の中の課題や人々の願い
などを関連付けたり総合したりし
て、先人の働きを考え、適切に表
現している。 

①地域の発展に尽くした先人の
働きについて、予想や学習計画
を立て、学習を見直したりして、
学習問題を追究し、解決しよう
としている。 

 
 
 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い） ※ 一部省略し、波線で表記した。  

「学習活動 ・学習内容」の○数字は時間を表す。  

【知・技】：知識・技能 【思・判・表】：思考・判断・表現 【態】：主体的に学習に取り組む態度 

 ○学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
 
 
つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
調 
べ 
る 

①見沼の現在の様子と昔の様子について
調べ、疑問に思ったことを話し合い、学
習問題を立てる。 
・見沼 ・井沢弥惣兵衛 
・世界かんがい施設遺産 

 
 
 
 

【思・判・表①】 
 当時の世の中の課題や人々の願い 
などに着目して、学習問題を考える。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 
・新聞記事

②学習問題について予想し、学習計画を立
てる。 

 
 

【態①】  
 地域の発展に尽くした先人の働き 
について、予想や学習計画を立て、 
解決の見通しをもっている。 

〈発言・ノート〉 

・写真
・大型 
 テレビ 

③見沼代用水ができる前の見沼周辺の様
子について調べる。 
・ため池 ・こう水 ・日照り 

 ・文献資料

・想像図 
学習活動と学習内容については、枠
内で区別して記述し、学習活動は、
「○文章」で表記し、学習内容は、 
主に「・体言止め」にする。 

 
井沢弥惣兵衛は、どのようにして見沼代用水をつくり、当時の人々 

の生活はどうなったのだろう。 

 学習問題 

「つかむ」から「調べる」といった学習
過程の切り替わりの場面は、児童の思考
の流れを意識し、斜線で表記した。 

単元の前半は、評価したこ

とを指導に生かす場面の

要素が強い。 

５　本時の学習指導（９／11時）

　⑴　目標

　⑵　展開　※　一部省略し、波線で表記した。
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ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、指導案の形式で示している。

＜第３学年の内容⑷ア ア イ、イ ア 市の様子の移り変わりを事例として＞
１　小単元名　　深谷市のようすのうつりかわり
２　小単元について（略）
３　小単元の目標と評価規準
　⑴　目標
　　 　市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期

による違いに着目して、聞き取り調査や地図などの資料で調べて年表などにまとめ、市の様子
や人々の生活の様子について考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子が時間の経
過に伴い、移り変わってきたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究
し、解決しようとする態度を養う。

　⑵　評価規準

４　小単元の指導計画・評価計画（11時間扱い）　　　「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。

ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、指導案の形式で示している。 

＜第３学年の内容⑷ア(ア)(イ)、イ(ア)市の様子の移り変わりを事例として＞ 

１ 小単元名  深谷市のようすのうつりかわり 

２ 小単元について（略） 

３ 小単元の目標と評価規準 

 ⑴ 目標 

   市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期によ 

  る違いに着目して、聞き取り調査や地図などの資料で調べて年表などにまとめ、市の様子や人々の 

  生活の様子について考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子が時間の経過に伴い、移 

  り変わってきたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究し、解決しようと 

  する態度を養う。 

 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①市や人々の生活について、聞き
取り調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報
を集め、読み取り、市や人々の
生活の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文などに
まとめ、市や人々の生活の様子
は、時間の経過に伴い移り変わ
ってきたことを理解している。 

①交通や公共施設、土地利用や人
 口、生活の道具などに着目して、

問いを見いだし、市や人々の生活
の様子について考え表現してい
る。 

②比較・関連付け、総合などして市
の様子の変化を考え、適切に表現
している。 

①市の様子の移り変わりに
 ついて、予想や学習計画
 を立て、学習を振り返っ

たり見直したりして、学
 習問題を追究し、解決し
 ようとしている。 
②これまでの学習を基に、
　これからの市の発展につ
　いて考えようとしている。

 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い）   「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。  

 〇学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 

 
 
 
 
 
つ 

か 

む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調 

べ 

る 
 
 
 

①深谷駅の昔と今の様子の違いについて写真資

料や利用客数の統計資料を用いて調べる。 

・およそ 50年前の深谷駅と現在の深谷駅 

・昔と今の違い 

 

 

②昔の交通の様子と今の交通の様子を比較し、

 市の移り変わりについて学習問題を立て、予

 想をもち、学習計画を立てる。 

・昔と今の深谷市の交通の様子 

・昔と今の土地利用の様子 

・公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③JR高崎線が通った頃の様子を表す資料を基

に、鉄道が通ったことで土地利用や人々のく

らしがどのように変わったのか調べる。 

・鉄道が通る前と通った後の土地利用の変化
・くらしの変化 
 

【思・判・表①】 

 昔と今の写真を比較して、相違

点について考えている。 

        〈発言・ノート〉 
 
 
【思・判・表①】  

 市の様子の移り変わりに着目

して、学習問題を考えている。 

〈発言・ノート〉 
【態①】  
 市の様子の移り変わりについ 
て、予想や学習計画を立て、解 
決の見通しをもっている。  

〈発言・ノート〉 
 
 

 

 

 

 

 

 

【知・技①】 

 鉄道が通る前と通った後の市の

様子を、地図や写真などで調べ、

土地利用の様子や人々のくらしが

変化したことを理解している。

　　      〈発言・ノート〉 

・昔の深谷

駅（写真）

・今の深谷

駅（写真）

・統計資料

 

・昔の交通

の様子 

 （地図） 

・今の交通

の様子 

(地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鉄道が通

った頃 

（錦絵）と

後（写真）

 

 

市の様子の移り変わりについて、児童の疑問や調べたいことについて

は【思・判・表】、追究意欲については【態】で評価するようにする。

 
 私たちがくらす深谷市は、どのように変わってきたのだろう。 

学習問題 

ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、指導案の形式で示している。 

＜第３学年の内容⑷ア(ア)(イ)、イ(ア)市の様子の移り変わりを事例として＞ 

１ 小単元名  深谷市のようすのうつりかわり 

２ 小単元について（略） 

３ 小単元の目標と評価規準 

 ⑴ 目標 

   市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期によ 

  る違いに着目して、聞き取り調査や地図などの資料で調べて年表などにまとめ、市の様子や人々の 

  生活の様子について考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子が時間の経過に伴い、移 

  り変わってきたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究し、解決しようと 

  する態度を養う。 

 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①市や人々の生活について、聞き
取り調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報
を集め、読み取り、市や人々の
生活の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文などに
まとめ、市や人々の生活の様子
は、時間の経過に伴い移り変わ
ってきたことを理解している。 

①交通や公共施設、土地利用や人
 口、生活の道具などに着目して、

問いを見いだし、市や人々の生活
の様子について考え表現してい
る。 

②比較・関連付け、総合などして市
の様子の変化を考え、適切に表現
している。 

①市の様子の移り変わりに
 ついて、予想や学習計画
 を立て、学習を振り返っ

たり見直したりして、学
 習問題を追究し、解決し
 ようとしている。 
②これまでの学習を基に、
　これからの市の発展につ
　いて考えようとしている。

 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い）   「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。  

 〇学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 

 
 
 
 
 
つ 

か 

む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調 

べ 

る 
 
 
 

①深谷駅の昔と今の様子の違いについて写真資

料や利用客数の統計資料を用いて調べる。 

・およそ 50年前の深谷駅と現在の深谷駅 

・昔と今の違い 

 

 

②昔の交通の様子と今の交通の様子を比較し、

 市の移り変わりについて学習問題を立て、予

 想をもち、学習計画を立てる。 

・昔と今の深谷市の交通の様子 

・昔と今の土地利用の様子 

・公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③JR高崎線が通った頃の様子を表す資料を基

に、鉄道が通ったことで土地利用や人々のく

らしがどのように変わったのか調べる。 

・鉄道が通る前と通った後の土地利用の変化
・くらしの変化 
 

【思・判・表①】 

 昔と今の写真を比較して、相違

点について考えている。 

        〈発言・ノート〉 
 
 
【思・判・表①】  

 市の様子の移り変わりに着目

して、学習問題を考えている。 

〈発言・ノート〉 
【態①】  
 市の様子の移り変わりについ 
て、予想や学習計画を立て、解 
決の見通しをもっている。  

〈発言・ノート〉 
 
 

 

 

 

 

 

 

【知・技①】 

 鉄道が通る前と通った後の市の

様子を、地図や写真などで調べ、

土地利用の様子や人々のくらしが

変化したことを理解している。

　　      〈発言・ノート〉 

・昔の深谷

駅（写真）

・今の深谷

駅（写真）

・統計資料

 

・昔の交通

の様子 

 （地図） 

・今の交通

の様子 

(地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鉄道が通

った頃 

（錦絵）と

後（写真）

 

 

市の様子の移り変わりについて、児童の疑問や調べたいことについて

は【思・判・表】、追究意欲については【態】で評価するようにする。

 
 私たちがくらす深谷市は、どのように変わってきたのだろう。 

学習問題 

 
 
 
 
 
調 

べ 

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
る 
 
 
 
 
 
 
生
か
す 

④高速道路（関越自動車道）ができた頃の様子

を表した地図資料をもとに、高速道路が整備

されたことで土地利用や人々のくらしがどの

ように変わったのか調べる。（本時） 

・高速道路ができる前とできた後の土地利用

の変化 

・くらしの変化  

 

⑤深谷市の人口の移り変わりについて調べる。

 ・人口の増減、時期による違い 

 ・市町村の合併  

 ・交通の様子（鉄道の整備・高速道路の開通）

との関連 

 

⑥公共施設の移り変わりについて調べる。 

 ・自分たちの学校の沿革 

 ・図書館や公民館の建設時期や分布 

 ・市役所の建設時期 

  ・公共施設が建設された時期による違い 

 

⑦⑧市の博物館や校内の郷土資料室で、生活の

道具とくらしの移り変わりについて調べる。

・昔の生活の道具の使い方体験 

 ・現在の生活の道具の使い方 

 ・昔の道具を使っていた頃の生活の様子 

 ・生活の道具の時期による違い 

 

 

 

 

 

 

 

⑨⑩これまで調べてきたことを振り返り、深谷

市の移り変わりの様子について年表づくりを

行い、学習問題の結論を導き出す。 

・年代 ・市のできごと ・市の発展 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

⑪交通が発達した今の深谷市の様子や、渋沢栄

一翁のふるさとであることを生かした、これ

からのまちづくりについて考える。 

・レンガを生かしたまちなみ 

【知・技①】 
 高速道路ができる前とできた後

の市の様子を、地図や写真などで

調べ、土地利用の様子や人々のく

らしが変化したことを理解してい

る。　　    〈発言・ノート〉 

 

 

【知・技①】 

市の人口について、地図や年表 

などの資料で調べてまとめ、人口

の時期による違いを理解してい

る。      〈発言・ノート〉 

 

【知・技①】 

市の公共施設が建設された時

期による違いについて、地図や年

表などの資料から読み取ってい

る。      〈発言・ノート〉 

  

【知・技①】 

生活の道具について文献など

の資料で調べてまとめ、市の人々

の生活の時期による違いを理解

している。   〈発言・ノート〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・技②】 

 調べたことを年表や文などに

まとめ、市や人々の生活の様子

が、時間の経過に伴い移り変わっ

てきたことを理解している。 

            〈年表〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【態②】 

これまで学習したことを基に、

これからの深谷市の発展について

考えようとしている。〈発言・ノート〉 

 

・高速道路

 ができる

 前と後

（写真・地
　図）  

 

 

 

・統計資料

・交通の変

 化を表 

 す地図 

 

 

・学校の沿

革史 

・公共施設

 の分布を

 表す地図

 

・昔の生活

 道具の 

 実物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年表 

 
 深谷市は、交通の発達とともに発展してきた。鉄道が通ったり高速道路ができたりした頃、
人口が増え、家や店、工場、公共施設なども増えた。生活の道具もだんだんと
便利なものが増え、市や人々の生活も移り変わっていった。 

学習問題の結論

P38指導計画作成の留意事項⑴⑷⑺⑻
実際に昔の道具を体験することに
よって、具体的に昔の生活を想起さ
せるとともに、今の生活との比較
ができるようにする。 

【思・判・表②】 

 時間が移り変わるにつれて、市

の様子が移り変わってきたことを

適切に表現している。 〈ノート〉

単元前と後で、

児童の考えに

どのような変

容があったの

かを見取るよ

うにする。 
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ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、指導案の形式で示している。

＜第３学年の内容⑷ア ア イ、イ ア 市の様子の移り変わりを事例として＞
１　小単元名　　深谷市のようすのうつりかわり
２　小単元について（略）
３　小単元の目標と評価規準
　⑴　目標
　　 　市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期

による違いに着目して、聞き取り調査や地図などの資料で調べて年表などにまとめ、市の様子
や人々の生活の様子について考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子が時間の経
過に伴い、移り変わってきたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究
し、解決しようとする態度を養う。

　⑵　評価規準

４　小単元の指導計画・評価計画（11時間扱い）　　　「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。

ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、指導案の形式で示している。 

＜第３学年の内容⑷ア(ア)(イ)、イ(ア)市の様子の移り変わりを事例として＞ 

１ 小単元名  深谷市のようすのうつりかわり 

２ 小単元について（略） 

３ 小単元の目標と評価規準 

 ⑴ 目標 

   市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期によ 

  る違いに着目して、聞き取り調査や地図などの資料で調べて年表などにまとめ、市の様子や人々の 

  生活の様子について考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子が時間の経過に伴い、移 

  り変わってきたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究し、解決しようと 

  する態度を養う。 

 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①市や人々の生活について、聞き
取り調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報
を集め、読み取り、市や人々の
生活の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文などに
まとめ、市や人々の生活の様子
は、時間の経過に伴い移り変わ
ってきたことを理解している。 

①交通や公共施設、土地利用や人
 口、生活の道具などに着目して、

問いを見いだし、市や人々の生活
の様子について考え表現してい
る。 

②比較・関連付け、総合などして市
の様子の変化を考え、適切に表現
している。 

①市の様子の移り変わりに
 ついて、予想や学習計画
 を立て、学習を振り返っ
たり見直したりして、学

 習問題を追究し、解決し
 ようとしている。 
②これまでの学習を基に、
　これからの市の発展につ
　いて考えようとしている。

 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い）   「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。  

 〇学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
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か 

む 
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べ 

る 
 
 
 

①深谷駅の昔と今の様子の違いについて写真資

料や利用客数の統計資料を用いて調べる。 

・およそ 50年前の深谷駅と現在の深谷駅 

・昔と今の違い 

 

 

②昔の交通の様子と今の交通の様子を比較し、

 市の移り変わりについて学習問題を立て、予

 想をもち、学習計画を立てる。 

・昔と今の深谷市の交通の様子 

・昔と今の土地利用の様子 

・公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③JR高崎線が通った頃の様子を表す資料を基

に、鉄道が通ったことで土地利用や人々のく

らしがどのように変わったのか調べる。 

・鉄道が通る前と通った後の土地利用の変化
・くらしの変化 
 

【思・判・表①】 

 昔と今の写真を比較して、相違

点について考えている。 

        〈発言・ノート〉 
 
 
【思・判・表①】  

 市の様子の移り変わりに着目

して、学習問題を考えている。 

〈発言・ノート〉 
【態①】  
 市の様子の移り変わりについ 
て、予想や学習計画を立て、解 
決の見通しをもっている。  

〈発言・ノート〉 
 
 

 

 

 

 

 

 

【知・技①】 

 鉄道が通る前と通った後の市の

様子を、地図や写真などで調べ、

土地利用の様子や人々のくらしが

変化したことを理解している。

　　      〈発言・ノート〉 

・昔の深谷

駅（写真）

・今の深谷

駅（写真）

・統計資料

 

・昔の交通

の様子 

 （地図） 

・今の交通

の様子 

(地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鉄道が通

った頃 

（錦絵）と

後（写真）

 

 

市の様子の移り変わりについて、児童の疑問や調べたいことについて

は【思・判・表】、追究意欲については【態】で評価するようにする。

 
 私たちがくらす深谷市は、どのように変わってきたのだろう。 

学習問題 

ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、指導案の形式で示している。 

＜第３学年の内容⑷ア(ア)(イ)、イ(ア)市の様子の移り変わりを事例として＞ 

１ 小単元名  深谷市のようすのうつりかわり 

２ 小単元について（略） 

３ 小単元の目標と評価規準 

 ⑴ 目標 

   市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期によ 

  る違いに着目して、聞き取り調査や地図などの資料で調べて年表などにまとめ、市の様子や人々の 

  生活の様子について考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子が時間の経過に伴い、移 

  り変わってきたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究し、解決しようと 

  する態度を養う。 

 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①市や人々の生活について、聞き
取り調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報
を集め、読み取り、市や人々の
生活の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文などに
まとめ、市や人々の生活の様子
は、時間の経過に伴い移り変わ
ってきたことを理解している。 

①交通や公共施設、土地利用や人
 口、生活の道具などに着目して、

問いを見いだし、市や人々の生活
の様子について考え表現してい
る。 

②比較・関連付け、総合などして市
の様子の変化を考え、適切に表現
している。 

①市の様子の移り変わりに
 ついて、予想や学習計画
 を立て、学習を振り返っ
たり見直したりして、学

 習問題を追究し、解決し
 ようとしている。 
②これまでの学習を基に、
　これからの市の発展につ
　いて考えようとしている。

 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い）   「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。  

 〇学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
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①深谷駅の昔と今の様子の違いについて写真資

料や利用客数の統計資料を用いて調べる。 

・およそ 50年前の深谷駅と現在の深谷駅 

・昔と今の違い 

 

 

②昔の交通の様子と今の交通の様子を比較し、

 市の移り変わりについて学習問題を立て、予

 想をもち、学習計画を立てる。 

・昔と今の深谷市の交通の様子 

・昔と今の土地利用の様子 

・公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③JR高崎線が通った頃の様子を表す資料を基

に、鉄道が通ったことで土地利用や人々のく

らしがどのように変わったのか調べる。 

・鉄道が通る前と通った後の土地利用の変化
・くらしの変化 
 

【思・判・表①】 

 昔と今の写真を比較して、相違

点について考えている。 

        〈発言・ノート〉 
 
 
【思・判・表①】  

 市の様子の移り変わりに着目

して、学習問題を考えている。 

〈発言・ノート〉 
【態①】  
 市の様子の移り変わりについ 
て、予想や学習計画を立て、解 
決の見通しをもっている。  

〈発言・ノート〉 
 
 

 

 

 

 

 

 

【知・技①】 

 鉄道が通る前と通った後の市の

様子を、地図や写真などで調べ、

土地利用の様子や人々のくらしが

変化したことを理解している。

　　      〈発言・ノート〉 

・昔の深谷

駅（写真）

・今の深谷

駅（写真）

・統計資料

 

・昔の交通

の様子 

 （地図） 

・今の交通

の様子 

(地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鉄道が通

った頃 

（錦絵）と

後（写真）

 

 

市の様子の移り変わりについて、児童の疑問や調べたいことについて

は【思・判・表】、追究意欲については【態】で評価するようにする。

 
 私たちがくらす深谷市は、どのように変わってきたのだろう。 

学習問題 

 
 
 
 
 
調 

べ 

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
る 
 
 
 
 
 
 
生
か
す 

④高速道路（関越自動車道）ができた頃の様子

を表した地図資料をもとに、高速道路が整備

されたことで土地利用や人々のくらしがどの

ように変わったのか調べる。（本時） 

・高速道路ができる前とできた後の土地利用

の変化 

・くらしの変化  

 

⑤深谷市の人口の移り変わりについて調べる。

 ・人口の増減、時期による違い 

 ・市町村の合併  

 ・交通の様子（鉄道の整備・高速道路の開通）

との関連 

 

⑥公共施設の移り変わりについて調べる。 

 ・自分たちの学校の沿革 

 ・図書館や公民館の建設時期や分布 

 ・市役所の建設時期 

  ・公共施設が建設された時期による違い 

 

⑦⑧市の博物館や校内の郷土資料室で、生活の

道具とくらしの移り変わりについて調べる。

・昔の生活の道具の使い方体験 

 ・現在の生活の道具の使い方 

 ・昔の道具を使っていた頃の生活の様子 

 ・生活の道具の時期による違い 

 

 

 

 

 

 

 

⑨⑩これまで調べてきたことを振り返り、深谷

市の移り変わりの様子について年表づくりを

行い、学習問題の結論を導き出す。 

・年代 ・市のできごと ・市の発展 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

⑪交通が発達した今の深谷市の様子や、渋沢栄

一翁のふるさとであることを生かした、これ

からのまちづくりについて考える。 

・レンガを生かしたまちなみ 

【知・技①】 
 高速道路ができる前とできた後

の市の様子を、地図や写真などで

調べ、土地利用の様子や人々のく

らしが変化したことを理解してい

る。　　    〈発言・ノート〉 

 

 

【知・技①】 

市の人口について、地図や年表 

などの資料で調べてまとめ、人口

の時期による違いを理解してい

る。      〈発言・ノート〉 

 

【知・技①】 

市の公共施設が建設された時

期による違いについて、地図や年

表などの資料から読み取ってい

る。      〈発言・ノート〉 

  

【知・技①】 

生活の道具について文献など

の資料で調べてまとめ、市の人々

の生活の時期による違いを理解

している。   〈発言・ノート〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・技②】 

 調べたことを年表や文などに

まとめ、市や人々の生活の様子

が、時間の経過に伴い移り変わっ

てきたことを理解している。 

            〈年表〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【態②】 

これまで学習したことを基に、

これからの深谷市の発展について

考えようとしている。〈発言・ノート〉 

 

・高速道路

 ができる

 前と後

（写真・地
　図）  

 

 

 

・統計資料

・交通の変

 化を表 

 す地図 

 

 

・学校の沿

革史 

・公共施設

 の分布を

 表す地図

 

・昔の生活

 道具の 

 実物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年表 

 
 深谷市は、交通の発達とともに発展してきた。鉄道が通ったり高速道路ができたりした頃、
人口が増え、家や店、工場、公共施設なども増えた。生活の道具もだんだんと
便利なものが増え、市や人々の生活も移り変わっていった。 

学習問題の結論

P38指導計画作成の留意事項⑴⑷⑺⑻
実際に昔の道具を体験することに
よって、具体的に昔の生活を想起さ
せるとともに、今の生活との比較
ができるようにする。 

【思・判・表②】 

 時間が移り変わるにつれて、市

の様子が移り変わってきたことを

適切に表現している。 〈ノート〉

単元前と後で、

児童の考えに

どのような変

容があったの

かを見取るよ

うにする。 
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ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、指導案の形式で示している。

＜第３学年の内容⑷ア ア イ、イ ア 市の様子の移り変わりを事例として＞
１　小単元名　　深谷市のようすのうつりかわり
２　小単元について（略）
３　小単元の目標と評価規準
　⑴　目標
　　 　市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期

による違いに着目して、聞き取り調査や地図などの資料で調べて年表などにまとめ、市の様子
や人々の生活の様子について考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子が時間の経
過に伴い、移り変わってきたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究
し、解決しようとする態度を養う。

　⑵　評価規準

４　小単元の指導計画・評価計画（11時間扱い）　　　「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。

ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、指導案の形式で示している。 

＜第３学年の内容⑷ア(ア)(イ)、イ(ア)市の様子の移り変わりを事例として＞ 

１ 小単元名  深谷市のようすのうつりかわり 

２ 小単元について（略） 

３ 小単元の目標と評価規準 

 ⑴ 目標 

   市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期によ 

  る違いに着目して、聞き取り調査や地図などの資料で調べて年表などにまとめ、市の様子や人々の 

  生活の様子について考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子が時間の経過に伴い、移 

  り変わってきたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究し、解決しようと 

  する態度を養う。 

 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①市や人々の生活について、聞き
取り調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報
を集め、読み取り、市や人々の
生活の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文などに
まとめ、市や人々の生活の様子
は、時間の経過に伴い移り変わ
ってきたことを理解している。 

①交通や公共施設、土地利用や人
 口、生活の道具などに着目して、

問いを見いだし、市や人々の生活
の様子について考え表現してい
る。 

②比較・関連付け、総合などして市
の様子の変化を考え、適切に表現
している。 

①市の様子の移り変わりに
 ついて、予想や学習計画
 を立て、学習を振り返っ
たり見直したりして、学

 習問題を追究し、解決し
 ようとしている。 
②これまでの学習を基に、
　これからの市の発展につ
　いて考えようとしている。

 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い）   「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。  

 〇学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 

 
 
 
 
 
つ 

か 

む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調 

べ 

る 
 
 
 

①深谷駅の昔と今の様子の違いについて写真資

料や利用客数の統計資料を用いて調べる。 

・およそ 50年前の深谷駅と現在の深谷駅 

・昔と今の違い 

 

 

②昔の交通の様子と今の交通の様子を比較し、

 市の移り変わりについて学習問題を立て、予

 想をもち、学習計画を立てる。 

・昔と今の深谷市の交通の様子 

・昔と今の土地利用の様子 

・公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③JR高崎線が通った頃の様子を表す資料を基

に、鉄道が通ったことで土地利用や人々のく

らしがどのように変わったのか調べる。 

・鉄道が通る前と通った後の土地利用の変化
・くらしの変化 
 

【思・判・表①】 

 昔と今の写真を比較して、相違

点について考えている。 

        〈発言・ノート〉 
 
 
【思・判・表①】  

 市の様子の移り変わりに着目

して、学習問題を考えている。 

〈発言・ノート〉 
【態①】  
 市の様子の移り変わりについ 
て、予想や学習計画を立て、解 
決の見通しをもっている。  

〈発言・ノート〉 
 
 

 

 

 

 

 

 

【知・技①】 

 鉄道が通る前と通った後の市の

様子を、地図や写真などで調べ、

土地利用の様子や人々のくらしが

変化したことを理解している。

　　      〈発言・ノート〉 

・昔の深谷

駅（写真）

・今の深谷

駅（写真）

・統計資料

 

・昔の交通

の様子 

 （地図） 

・今の交通

の様子 

(地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鉄道が通

った頃 

（錦絵）と

後（写真）

 

 

市の様子の移り変わりについて、児童の疑問や調べたいことについて

は【思・判・表】、追究意欲については【態】で評価するようにする。

 
 私たちがくらす深谷市は、どのように変わってきたのだろう。 

学習問題 

ここでは、単元計画及び本時の学習指導と評価について、指導案の形式で示している。 

＜第３学年の内容⑷ア(ア)(イ)、イ(ア)市の様子の移り変わりを事例として＞ 

１ 小単元名  深谷市のようすのうつりかわり 

２ 小単元について（略） 

３ 小単元の目標と評価規準 

 ⑴ 目標 

   市の様子の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期によ 

  る違いに着目して、聞き取り調査や地図などの資料で調べて年表などにまとめ、市の様子や人々の 

  生活の様子について考え、表現することを通して、市や人々の生活の様子が時間の経過に伴い、移 

  り変わってきたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究し、解決しようと 

  する態度を養う。 

 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①市や人々の生活について、聞き
取り調査したり地図などの資
料で調べたりして、必要な情報
を集め、読み取り、市や人々の
生活の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文などに
まとめ、市や人々の生活の様子
は、時間の経過に伴い移り変わ
ってきたことを理解している。 

①交通や公共施設、土地利用や人
 口、生活の道具などに着目して、

問いを見いだし、市や人々の生活
の様子について考え表現してい
る。 

②比較・関連付け、総合などして市
の様子の変化を考え、適切に表現
している。 

①市の様子の移り変わりに
 ついて、予想や学習計画
 を立て、学習を振り返っ
たり見直したりして、学

 習問題を追究し、解決し
 ようとしている。 
②これまでの学習を基に、
　これからの市の発展につ
　いて考えようとしている。

 

４ 小単元の指導計画・評価計画（11 時間扱い）   「学習活動・学習内容」の○数字は時間を表す。  

 〇学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 

 
 
 
 
 
つ 

か 

む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調 

べ 

る 
 
 
 

①深谷駅の昔と今の様子の違いについて写真資

料や利用客数の統計資料を用いて調べる。 

・およそ 50年前の深谷駅と現在の深谷駅 

・昔と今の違い 

 

 

②昔の交通の様子と今の交通の様子を比較し、

 市の移り変わりについて学習問題を立て、予

 想をもち、学習計画を立てる。 

・昔と今の深谷市の交通の様子 

・昔と今の土地利用の様子 

・公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③JR高崎線が通った頃の様子を表す資料を基

に、鉄道が通ったことで土地利用や人々のく

らしがどのように変わったのか調べる。 

・鉄道が通る前と通った後の土地利用の変化
・くらしの変化 
 

【思・判・表①】 

 昔と今の写真を比較して、相違

点について考えている。 

        〈発言・ノート〉 
 
 
【思・判・表①】  

 市の様子の移り変わりに着目

して、学習問題を考えている。 

〈発言・ノート〉 
【態①】  
 市の様子の移り変わりについ 
て、予想や学習計画を立て、解 
決の見通しをもっている。  

〈発言・ノート〉 
 
 

 

 

 

 

 

 

【知・技①】 

 鉄道が通る前と通った後の市の

様子を、地図や写真などで調べ、

土地利用の様子や人々のくらしが

変化したことを理解している。

　　      〈発言・ノート〉 

・昔の深谷

駅（写真）

・今の深谷

駅（写真）

・統計資料

 

・昔の交通

の様子 

 （地図） 

・今の交通

の様子 

(地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鉄道が通

った頃 

（錦絵）と

後（写真）

 

 

市の様子の移り変わりについて、児童の疑問や調べたいことについて

は【思・判・表】、追究意欲については【態】で評価するようにする。

 
 私たちがくらす深谷市は、どのように変わってきたのだろう。 

学習問題 

 
 
 
 
 
調 

べ 

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
る 
 
 
 
 
 
 
生
か
す 

④高速道路（関越自動車道）ができた頃の様子

を表した地図資料をもとに、高速道路が整備

されたことで土地利用や人々のくらしがどの

ように変わったのか調べる。（本時） 

・高速道路ができる前とできた後の土地利用

の変化 

・くらしの変化  

 

⑤深谷市の人口の移り変わりについて調べる。

 ・人口の増減、時期による違い 

 ・市町村の合併  

 ・交通の様子（鉄道の整備・高速道路の開通）

との関連 

 

⑥公共施設の移り変わりについて調べる。 

 ・自分たちの学校の沿革 

 ・図書館や公民館の建設時期や分布 

 ・市役所の建設時期 

  ・公共施設が建設された時期による違い 

 

⑦⑧市の博物館や校内の郷土資料室で、生活の

道具とくらしの移り変わりについて調べる。

・昔の生活の道具の使い方体験 

 ・現在の生活の道具の使い方 

 ・昔の道具を使っていた頃の生活の様子 

 ・生活の道具の時期による違い 

 

 

 

 

 

 

 

⑨⑩これまで調べてきたことを振り返り、深谷

市の移り変わりの様子について年表づくりを

行い、学習問題の結論を導き出す。 

・年代 ・市のできごと ・市の発展 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

⑪交通が発達した今の深谷市の様子や、渋沢栄

一翁のふるさとであることを生かした、これ

からのまちづくりについて考える。 

・レンガを生かしたまちなみ 

【知・技①】 
 高速道路ができる前とできた後

の市の様子を、地図や写真などで

調べ、土地利用の様子や人々のく

らしが変化したことを理解してい

る。　　    〈発言・ノート〉 

 

 

【知・技①】 

市の人口について、地図や年表 

などの資料で調べてまとめ、人口

の時期による違いを理解してい

る。      〈発言・ノート〉 

 

【知・技①】 

市の公共施設が建設された時

期による違いについて、地図や年

表などの資料から読み取ってい

る。      〈発言・ノート〉 

  

【知・技①】 

生活の道具について文献など

の資料で調べてまとめ、市の人々

の生活の時期による違いを理解

している。   〈発言・ノート〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・技②】 

 調べたことを年表や文などに

まとめ、市や人々の生活の様子

が、時間の経過に伴い移り変わっ

てきたことを理解している。 

            〈年表〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【態②】 

これまで学習したことを基に、

これからの深谷市の発展について

考えようとしている。〈発言・ノート〉 

 

・高速道路

 ができる

 前と後

（写真・地
　図）  

 

 

 

・統計資料

・交通の変

 化を表 

 す地図 

 

 

・学校の沿

革史 

・公共施設

 の分布を

 表す地図

 

・昔の生活

 道具の 

 実物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年表 

 
 深谷市は、交通の発達とともに発展してきた。鉄道が通ったり高速道路ができたりした頃、
人口が増え、家や店、工場、公共施設なども増えた。生活の道具もだんだんと
便利なものが増え、市や人々の生活も移り変わっていった。 

学習問題の結論

P38指導計画作成の留意事項⑴⑷⑺⑻
実際に昔の道具を体験することに
よって、具体的に昔の生活を想起さ
せるとともに、今の生活との比較
ができるようにする。 

【思・判・表②】 

 時間が移り変わるにつれて、市

の様子が移り変わってきたことを

適切に表現している。 〈ノート〉

単元前と後で、

児童の考えに

どのような変

容があったの

かを見取るよ

うにする。 
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４ 調べてわかったことを基に交通

の整備と土地利用の関係について

考える。 

Ｔ：高速道路ができる前とできた後で

は、土地の様子はどのように変わ

ったのだろう。 

Ｔ：高速道路ができた後、どうして工

場や倉庫などが増えたのだろう。 

 

・ 高速道路ができて、土地の利用の

仕方や様子が変わったこと 

・高速道路ができた後、工場や倉庫 

や店などが増えたこと 

 ・高速道路を利用するために、イン 

ターチェンジの周りに、工場や倉 

庫ができたこと 

・高速道路を使って、いろいろな場 

所へ、早くものを運ぶことができ 

ること 

 

 

 

 

５ まとめをする。 

 

 

 

 

 

６ 振り返りをする。 

  

・交通網の広がりに合わせて、工

場や倉庫の建設が行われている

など、交通と土地利用の変化の

関連について、資料を基に具体

的に考えることができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習を振り返り、学習を

 通して考えたことなどをノート

 に整理させる。 

 

 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 
   

 
 
 

 
高速道路ができる前             高速道路ができた後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○これまで学習してきた時代との変化 

 ・高速道路や大きな道路ができたこと。 

  これまでの交通・・・鉄道 

  この時代の交通・・・鉄道  

             高速道路 

            大きな道路 

  

くわ畑が広がっていた所に高速道路ができて、工場なども建てられた。そして、高速

道路を利用して、たくさんの品物を運ぶことができるようになった。 

まとめ 

まとめ 
くわ畑が広がっていた所に高速道路ができて、工場なども建てられ

た。そして、高速道路を利用して、たくさんの品物を運ぶことができる

ようになった。 

・大きな道路の近くに 

 工場ができている。 

・高速道路は、自動車 

だけでなくトラック 

も走っている。 

・高速道路では、人だ 

けでなく、物も運ん 

でいる。 

鉄道が通っている。 くわ畑が広がっている。 高速道路ができた。交通の様子が変わった。工場が増えた。 

 
評 高速道路ができる前とできた後の市の様子を、写
真や地図などで調べ、土地利用の様子や人々のくら
しが変化したことを理解している。  

       【知・技①】 ＜ノート・発言＞

⇒ 写真や地図を見て、地域の変化を読み取ることが

 難しい児童には、以下のような支援を行う。  

 ・鉄道が整備されたことで、市の様子にどのように

  変化が見られたのか、既習事項を押さえることで、

  土地利用の変化を予想させやすくする。 

 ・地図帳を活用し、高速道路がどのような場所を

通っているか調べることで、多くの場所を結んで

いることを理解できるようにする。  

 ・ 資料を提示することで、高速道路にどのような車

  が走っていたのか、だれがどのようなことに利用

  しているのかといったことを考えられるようにす

  る。 

  

高速道路ができたことによって深谷市はどのように変わったのだろう。

児童が社会的な見方・考え方
（時間・空間）を働かせ、昔と今
を比較し、どのような違いが生ま
れるのか考えやすくするために、
資料を並べて掲示する。地図は、
できる限り児童が読み取りやす
いように加工することも大切で
ある。 

５　本時の学習指導（４／11時）　　
　⑴　目標
　　 　高速道路ができる前とできた後の市の様子を、写真や地図などで調べ、土地利用の様子や

人々のくらしが変化したことを理解することができる。  【知識及び技能】
　⑵　展開

 

 

 

 

 

５ 本時の学習指導（４／11 時間）   
 ⑴ 目標 
   高速道路ができる前とできた後の市の様子を、写真や地図などで調べ、土地利用の様子や人々の 

くらしが変化したことを理解することができる。               〈知識及び技能〉 
 ⑵ 展開  

学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価〈方法〉 資料等 時間

１ ２枚の写真を比べて課題をつか

む。 

 

Ｔ：この写真は○○ができる前と後 

     です。写真に写っているのは何 

     ですか。○○は、何だと思いま 

     すか？ 

 ・桑畑が広がっている様子 

 （○○ができる前） 

 ・建物が建っている様子 

  （○○ができた後） 

 

 

 

 

 

２ 予想をする。 

＜予想される児童の反応＞ 

 ・店や工場がふえた 

 ・大きな道路ができた 

  （国道 140 号） 

 ・鉄道で生糸やレンガを運んだよ 

うに、何かを運べるようになった 

 

３ ２枚の地図を比べて調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 個人 

 ⑵ グループ 

  ⑶ 全体 

 ・高速道路ができたことによる市 

    の様子の変化 

 

 

 

 

 

 

・写真を提示する前に「２枚の写

真は、深谷市の同じ場所です。

○○ができる前と後の写真です

が、何だと思いますか？」など

と問いかけ、２枚の写真の違い

に気付くようにする。 

・２枚の写真が、高速道路ができ

る前と後のものであることを確

認し、その時期を市の年表で確

かめさせる。 

・教室に掲示してある市の地図を

見て、写真の場所を確かめさせ

る。 

 

 

 

・鉄道が整備された頃の深谷市の

変化の様子を想起させる。 

・予想した理由についても児童に

述べさせるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地図の読み取りが苦手な児童に

は、写真を手掛かりにして地図

に記されている内容を読み取る

ように助言する。 

・地図を重ねて、変化が分かるよ

うに提示の仕方を工夫する。 

・地図を読み取ることを通して、

高速道路ができた後、国道沿い

にも、工業団地や店舗ができた

ことを、具体的に調べさせるよ

うにする。 

・高速道路（関越

自動車道）が 

  できる前の写

真 

・高速道路ができ

た後の写真 

・市の年表 

・市の地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高速道路ができ

る 前（地図①）

と後（地図②）

・高速道路ができ

た後の写真 

（道路・店・工業

団地） 

・サービスエリア

に停車してい

るトラックの

写真 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高速道路ができたことによって深谷市は、どのように変わったのだろう。 

課題 

地図① 地図②
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真は、深谷市の同じ場所です。

○○ができる前と後の写真です

が、何だと思いますか？」など

と問いかけ、２枚の写真の違い

に気付くようにする。 

・２枚の写真が、高速道路ができ

る前と後のものであることを確

認し、その時期を市の年表で確

かめさせる。 

・教室に掲示してある市の地図を

見て、写真の場所を確かめさせ

る。 

 

 

 

・鉄道が整備された頃の深谷市の

変化の様子を想起させる。 

・予想した理由についても児童に

述べさせるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地図の読み取りが苦手な児童に

は、写真を手掛かりにして地図

に記されている内容を読み取る

ように助言する。 

・地図を重ねて、変化が分かるよ

うに提示の仕方を工夫する。 

・地図を読み取ることを通して、

高速道路ができた後、国道沿い

にも、工業団地や店舗ができた

ことを、具体的に調べさせるよ

うにする。 

・高速道路（関越

自動車道）が 

  できる前の写

真 

・高速道路ができ

た後の写真 

・市の年表 

・市の地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高速道路ができ

る 前（地図①）

と後（地図②）

・高速道路ができ

た後の写真 

（道路・店・工業

団地） 

・サービスエリア

に停車してい

るトラックの

写真 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高速道路ができたことによって深谷市は、どのように変わったのだろう。 

課題 

地図① 地図②

　⑹　板書計画
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生

か

す 

⑭火事や事故・事件を防ぐ取組の課題につ

いて、話し合い、解決方法について考え

を書く。（本時） 

 

 
 

⑮消防団やスクールガード・リーダーな

どに提案する。 

【思・判・表②】 

 学習したことを基に、くらしを守るために地域社 

会の一員として自分たちにできることなどを考え、
　選択・判断し、表現している。

 

         〈ワークシート〉 

 

 

【態②】 

 学習したことを基に、安全を守るために自分 

たちにできることなどを考えようとしている。 

〈発言・ワークシート〉 

・関連図 

・安全マップ  

・写真 

 

学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価〈方法〉 資料等 時間

１ ２つの小単元の学習を振り返る。 
・わたしたちの生活は、警察や消防、地域の人

たちに守られていてとても安全だ。 
 
２ 蕨市の火事や事故・事件の発生件数を読み取

り、新たな課題を導く。 
・消防や警察が頑張ってくれているのに、火事
 や事故・事件がなくならない 

   不審者はまだ出ている 
   子供と高齢者の事故が多い 

・自分たちにも協力できることがあるのでは 
 ないか 

 
 
 
 
３ 既習事項をもとに、火事や事故・事件をなく

すために、自分たちにできることを話し合う。
・不審者から身を守るために、防犯ブザーを身

に付けるようにする 
・火を使っている時は、場を離れないよう、家

族に話すようにする 
・火事を防ぐことを呼び掛ける標語やポスター

等を作成し、公共施設に掲示する 
・将来消防団に入り、地域に貢献する 

 
４ 話し合って出された意見を踏まえて、自分に

できることを考え、その理由とともにワークシ
ートにまとめる。 

 公共施設に掲示するために、児童が作成した標語の例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 次時の予告をする。 

・実際に消防団やスクールガード・リーダーに
提案すること。 

・火事や事故・事件の原因や予防
のための地域の取組を振り返
る。 

 
・安全・安心だといわれ、多くの

人が予防の努力をしているのに
火事や事故・事件がゼロになら
ないという公助の限界を確実に
押さえ、問題意識を高められる
ようにする。  

 
 
 
 
 
 
・自分たちにできることを発表す

る際、そう考えた理由も発表さ
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
・出された意見を踏まえて、自分

にできることを各自で考え、理
由も含めてワークシートに書か
せる。 

 
評 学習を振り返り、くらしを守
るために、自分たちにできるこ
となどを考え、選択・判断し、
表現している。

 【思・判・表②】〈ワークシート〉 
⇒自分にできることが思いつかな 
 い児童には、出された意見の中 

から選ばせるようにし、理由を 
考えさせることで、具体的にイ 
メージできるよう促す。 

・ゲストティーチャーを呼び、意
見を提案することを伝える。 

・安全マ 

ップ 

・写真 
 

・蕨市の

火事件 

数、事

故件数 

（種別） 

 
 
 
 
 
 
 

・前時ま

での既

習資料 

５ 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５ 

P38 指導計画作成の留意事項⑷

 
 わたしたちのくらしを守るために、自分たちにできることを考えよう。 

P38 指導計画作成の留意事項 

⑵⑶ 

ふ
し
ん
者
か
ら 

ぼ
う
は
ん
ブ
ザ
ー
で 

身
を
守
ろ
う
。 

新たな課題 

理
由 

け
い
さ
つ
や
ち
い
き
の
人

が
じ
け
ん
を
へ
ら
す
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
自
分
で
も
自
分
の
身

を
守
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
、
標
語
を
つ
く

り
ま
し
た
。 

 わたしたちのくらしを守るために、自分たちにできることを考えよう。 

新たな課題 
P38 指導計画作成の留意事項⑵

P38 指導計画作成

の留意事項⑷⑺ 

４　指導と評価の実際（各学年の実践事例）

　「生かす」場面において、「新たな課題」を設定し、社会への関わり方を、選択・判断できるように
することが必要である。そこで、本事例では、消防に係る「火事からくらしを守る」、警察に係る「事故
や事件からくらしを守る」の各小単元を組み合わせて選択・判断できるよう、単元構成を工夫した。

１　単元名　　安全なくらし
２　単元について（略）
３　単元の目標と評価規準（略）
４　単元の指導計画・評価計画（15時間扱い）

＜事例１＞　「社会への関わり方を選択・判断する」事例 
　　　　　　 ※ 本事例は、児童が学習したことを基に社会に見られる課題を把握し、社会への関わ

り方や解決策を選択・判断し、社会生活に生かそうとする実践である。
　　　　　　 第３学年「安全なくらし」　指導要領との関わり：内容⑶　ア・イ

      ※ 一部省略し、波線で表記した。  

※　火事からくらしを守る(７)事故や事件からくらしを守る(６)生かす(２)  （ ）内の数字は時数 

 ○学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 

 

 

つ 

か 

む 

 

①②避難訓練や火事の様子の写真などか
　ら学習問題を立て、予想し、学習計画
　を立てる。 

・消防士 ・ガス会社 ・警察 等 
・消火活動の様子・火事原因別の件数
・１年間の火事の件数 

 
 

【思・判・表①】 
 火事の様子に着目して、学習問題を考 
えている。        〈発言・ノート〉 
【態①】 
 火事から地域の安全を守る働きについ 
て、予想や学習計画を立て、解決の見通 
しをもっている。   〈発言・ノート〉 
 

・火事の現 
場の写真 

・火事の件数
のグラフ 

・火事原因の
表 

 

 

ま 

と 

め 

る 

⑦学習問題の結論をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

 火事から人々を守る活動について関連 

付けたり、総合したりして学習問題の結 

論を考え、表現している。〈発言・ノート〉 

・前時までの

既習資料 

 

 

つ 

か 

む 

⑧⑨事故の様子の写真などから学習問題
　を立て、予想し、学習計画を立てる。 

・警察官 ・救急救命士 ・ﾚｯｶｰ車 
・事故処理の様子  
・原因別の事故の件数 
・１年間の事故の件数
・１年間の事件の件数

 

【思・判・表①】  

 事故の様子に着目して、学習問題を考 

えている。      〈発言・ノート〉 

【態①】 

 消防で立てた追究の過程を振り返り、 

予想や学習計画を立て、解決の見通しを 

もっている。     〈発言・ノート〉 

・事故の現 

場の写真 

・事故の件数

のグラフ 

・事件の件数

のグラフ 

・事故原因 

の表 

 

ま 

と 

め 

る 

 

⑬学習問題の結論をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

 事故や事件から人々を守る活動につい 

て、関連付けたり、総合したりして学習

問題の結論を考え、表現している。  

           〈ワークシート〉 

 

 

・前時までの

 既習資料 

 

 

 

 

 

 事故・事件から人々の安全を守るために、だれが、どのようなことをしている
のだろう。 

学習問題Ⅱ 

 
・事故・事件から私たちを守るため
 に、警察や地域の人々などはパト
 ロールをしたり、注意を呼びかけ
 たりするなど、それぞれ協力しな
 がら取り組んでいる。 
・事故が起きた時は、警察と消防は

協力しながら、素早く対応してい
る。 

学習問題の結論Ⅱ 

 
・火事から私たちを守るために、消防
 署を中心としたさまざまな機関が、
 協力しながら、素早く消火できるよ
 うにしている。 
・火事を防ぐために消防署や地域の 
人々が、日頃から施設や設備を整え
たり、訓練したり、パトロールした
りしている。 

 
 火事から人々の安全を守るために、だれが、どのようなことをしているのだろう。 

学習問題Ⅰ 

学習問題の結論Ⅰ 

P38 指導計画作成の留意事項⑼ 

 
火災に係る学習内容、消防署の学
習で育んだ見方・考え方や学び方
を生かすようにする。
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生

か

す 

⑭火事や事故・事件を防ぐ取組の課題につ

いて、話し合い、解決方法について考え

を書く。（本時） 

 

 
 

⑮消防団やスクールガード・リーダーな

どに提案する。 

【思・判・表②】 

 学習したことを基に、くらしを守るために地域社 

会の一員として自分たちにできることなどを考え、
　選択・判断し、表現している。

 

         〈ワークシート〉 

 

 

【態②】 

 学習したことを基に、安全を守るために自分 

たちにできることなどを考えようとしている。 

〈発言・ワークシート〉 

・関連図 

・安全マップ  

・写真 

 

学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価〈方法〉 資料等 時間

１ ２つの小単元の学習を振り返る。 
・わたしたちの生活は、警察や消防、地域の人

たちに守られていてとても安全だ。 
 
２ 蕨市の火事や事故・事件の発生件数を読み取
り、新たな課題を導く。 
・消防や警察が頑張ってくれているのに、火事
 や事故・事件がなくならない 

   不審者はまだ出ている 
   子供と高齢者の事故が多い 

・自分たちにも協力できることがあるのでは 
 ないか 

 
 
 
 
３ 既習事項をもとに、火事や事故・事件をなく

すために、自分たちにできることを話し合う。
・不審者から身を守るために、防犯ブザーを身

に付けるようにする 
・火を使っている時は、場を離れないよう、家

族に話すようにする 
・火事を防ぐことを呼び掛ける標語やポスター

等を作成し、公共施設に掲示する 
・将来消防団に入り、地域に貢献する 

 
４ 話し合って出された意見を踏まえて、自分に
できることを考え、その理由とともにワークシ
ートにまとめる。 

 公共施設に掲示するために、児童が作成した標語の例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 次時の予告をする。 

・実際に消防団やスクールガード・リーダーに
提案すること。 

・火事や事故・事件の原因や予防
のための地域の取組を振り返
る。 

 
・安全・安心だといわれ、多くの

人が予防の努力をしているのに
火事や事故・事件がゼロになら
ないという公助の限界を確実に
押さえ、問題意識を高められる
ようにする。  

 
 
 
 
 
 
・自分たちにできることを発表す

る際、そう考えた理由も発表さ
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
・出された意見を踏まえて、自分

にできることを各自で考え、理
由も含めてワークシートに書か
せる。 

 
評 学習を振り返り、くらしを守
るために、自分たちにできるこ
となどを考え、選択・判断し、
表現している。

 【思・判・表②】〈ワークシート〉 
⇒自分にできることが思いつかな 
 い児童には、出された意見の中 

から選ばせるようにし、理由を 
考えさせることで、具体的にイ 
メージできるよう促す。 

・ゲストティーチャーを呼び、意
見を提案することを伝える。 

・安全マ 

ップ 

・写真 
 

・蕨市の

火事件 

数、事

故件数 

（種別） 

 
 
 
 
 
 
 

・前時ま

での既

習資料 

５ 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５ 

P38 指導計画作成の留意事項⑷

 
 わたしたちのくらしを守るために、自分たちにできることを考えよう。 

P38 指導計画作成の留意事項 

⑵⑶ 

ふ
し
ん
者
か
ら 
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う
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ザ
ー
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う
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を
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 わたしたちのくらしを守るために、自分たちにできることを考えよう。 

新たな課題 
P38 指導計画作成の留意事項⑵

P38 指導計画作成

の留意事項⑷⑺ 

４　指導と評価の実際（各学年の実践事例）

　「生かす」場面において、「新たな課題」を設定し、社会への関わり方を、選択・判断できるように
することが必要である。そこで、本事例では、消防に係る「火事からくらしを守る」、警察に係る「事故
や事件からくらしを守る」の各小単元を組み合わせて選択・判断できるよう、単元構成を工夫した。

１　単元名　　安全なくらし
２　単元について（略）
３　単元の目標と評価規準（略）
４　単元の指導計画・評価計画（15時間扱い）

＜事例１＞　「社会への関わり方を選択・判断する」事例 
　　　　　　 ※ 本事例は、児童が学習したことを基に社会に見られる課題を把握し、社会への関わ

り方や解決策を選択・判断し、社会生活に生かそうとする実践である。
　　　　　　 第３学年「安全なくらし」　指導要領との関わり：内容⑶　ア・イ

      ※ 一部省略し、波線で表記した。  

※　火事からくらしを守る(７)事故や事件からくらしを守る(６)生かす(２)  （ ）内の数字は時数 

 ○学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 

 

 

つ 

か 

む 

 

①②避難訓練や火事の様子の写真などか
　ら学習問題を立て、予想し、学習計画
　を立てる。 

・消防士 ・ガス会社 ・警察 等 
・消火活動の様子・火事原因別の件数
・１年間の火事の件数 

 
 

【思・判・表①】 
 火事の様子に着目して、学習問題を考 
えている。        〈発言・ノート〉 
【態①】 
 火事から地域の安全を守る働きについ 
て、予想や学習計画を立て、解決の見通 
しをもっている。   〈発言・ノート〉 
 

・火事の現 
場の写真 

・火事の件数
のグラフ 

・火事原因の
表 

 

 

ま 

と 

め 

る 

⑦学習問題の結論をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

 火事から人々を守る活動について関連 

付けたり、総合したりして学習問題の結 

論を考え、表現している。〈発言・ノート〉 

・前時までの

既習資料 

 

 

つ 

か 

む 

⑧⑨事故の様子の写真などから学習問題
　を立て、予想し、学習計画を立てる。 

・警察官 ・救急救命士 ・ﾚｯｶｰ車 
・事故処理の様子  
・原因別の事故の件数 
・１年間の事故の件数
・１年間の事件の件数

 

【思・判・表①】  

 事故の様子に着目して、学習問題を考 

えている。      〈発言・ノート〉 

【態①】 

 消防で立てた追究の過程を振り返り、 

予想や学習計画を立て、解決の見通しを 

もっている。     〈発言・ノート〉 

・事故の現 

場の写真 

・事故の件数

のグラフ 

・事件の件数

のグラフ 

・事故原因 

の表 

 

ま 

と 

め 

る 

 

⑬学習問題の結論をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

 事故や事件から人々を守る活動につい 

て、関連付けたり、総合したりして学習

問題の結論を考え、表現している。  

           〈ワークシート〉 

 

 

・前時までの

 既習資料 

 

 

 

 

 

 事故・事件から人々の安全を守るために、だれが、どのようなことをしている
のだろう。 

学習問題Ⅱ 

 
・事故・事件から私たちを守るため
 に、警察や地域の人々などはパト
 ロールをしたり、注意を呼びかけ
 たりするなど、それぞれ協力しな
 がら取り組んでいる。 
・事故が起きた時は、警察と消防は

協力しながら、素早く対応してい
る。 

学習問題の結論Ⅱ 

 
・火事から私たちを守るために、消防
 署を中心としたさまざまな機関が、
 協力しながら、素早く消火できるよ
 うにしている。 
・火事を防ぐために消防署や地域の 
人々が、日頃から施設や設備を整え
たり、訓練したり、パトロールした
りしている。 

 
 火事から人々の安全を守るために、だれが、どのようなことをしているのだろう。 

学習問題Ⅰ 

学習問題の結論Ⅰ 

P38 指導計画作成の留意事項⑼ 

 
火災に係る学習内容、消防署の学
習で育んだ見方・考え方や学び方
を生かすようにする。
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社

　会

 

 

生

か

す 

⑭火事や事故・事件を防ぐ取組の課題につ

いて、話し合い、解決方法について考え

を書く。（本時） 

 

 
 

⑮消防団やスクールガード・リーダーな

どに提案する。 

【思・判・表②】 

 学習したことを基に、くらしを守るために地域社 

会の一員として自分たちにできることなどを考え、
　選択・判断し、表現している。

 

         〈ワークシート〉 

 

 

【態②】 

 学習したことを基に、安全を守るために自分 

たちにできることなどを考えようとしている。 

〈発言・ワークシート〉 

・関連図 

・安全マップ  

・写真 

 

学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価〈方法〉 資料等 時間

１ ２つの小単元の学習を振り返る。 
・わたしたちの生活は、警察や消防、地域の人

たちに守られていてとても安全だ。 
 
２ 蕨市の火事や事故・事件の発生件数を読み取
り、新たな課題を導く。 
・消防や警察が頑張ってくれているのに、火事
 や事故・事件がなくならない 

   不審者はまだ出ている 
   子供と高齢者の事故が多い 

・自分たちにも協力できることがあるのでは 
 ないか 

 
 
 
 
３ 既習事項をもとに、火事や事故・事件をなく

すために、自分たちにできることを話し合う。
・不審者から身を守るために、防犯ブザーを身

に付けるようにする 
・火を使っている時は、場を離れないよう、家

族に話すようにする 
・火事を防ぐことを呼び掛ける標語やポスター

等を作成し、公共施設に掲示する 
・将来消防団に入り、地域に貢献する 

 
４ 話し合って出された意見を踏まえて、自分に
できることを考え、その理由とともにワークシ
ートにまとめる。 

 公共施設に掲示するために、児童が作成した標語の例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 次時の予告をする。 

・実際に消防団やスクールガード・リーダーに
提案すること。 

・火事や事故・事件の原因や予防
のための地域の取組を振り返
る。 

 
・安全・安心だといわれ、多くの

人が予防の努力をしているのに
火事や事故・事件がゼロになら
ないという公助の限界を確実に
押さえ、問題意識を高められる
ようにする。  

 
 
 
 
 
 
・自分たちにできることを発表す

る際、そう考えた理由も発表さ
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
・出された意見を踏まえて、自分

にできることを各自で考え、理
由も含めてワークシートに書か
せる。 

 
評 学習を振り返り、くらしを守
るために、自分たちにできるこ
となどを考え、選択・判断し、
表現している。

 【思・判・表②】〈ワークシート〉 
⇒自分にできることが思いつかな 
 い児童には、出された意見の中 

から選ばせるようにし、理由を 
考えさせることで、具体的にイ 
メージできるよう促す。 

・ゲストティーチャーを呼び、意
見を提案することを伝える。 

・安全マ 

ップ 

・写真 
 

・蕨市の

火事件 

数、事

故件数 

（種別） 

 
 
 
 
 
 
 

・前時ま

での既

習資料 

５ 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５ 

P38 指導計画作成の留意事項⑷

 
 わたしたちのくらしを守るために、自分たちにできることを考えよう。 

P38 指導計画作成の留意事項 

⑵⑶ 

ふ
し
ん
者
か
ら 

ぼ
う
は
ん
ブ
ザ
ー
で 

身
を
守
ろ
う
。 

新たな課題 

理
由 

け
い
さ
つ
や
ち
い
き
の
人

が
じ
け
ん
を
へ
ら
す
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
自
分
で
も
自
分
の
身

を
守
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
、
標
語
を
つ
く

り
ま
し
た
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 わたしたちのくらしを守るために、自分たちにできることを考えよう。 

新たな課題 
P38 指導計画作成の留意事項⑵

P38 指導計画作成

の留意事項⑷⑺ 

４　本時の学習指導（14／15時）
　⑴　目標
　　 　学習を振り返り、くらしを守るために地域社会の一員として自分たちにできることなどを考え、選

択・判断し、表現することができる。 【思考力、判断力、表現力等】
　⑵　展開　      ※ 一部省略し、波線で表記した。  

※　火事からくらしを守る(７)事故や事件からくらしを守る(６)生かす(２)  （ ）内の数字は時数 

 ○学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 

 

 

つ 

か 

む 

 

①②避難訓練や火事の様子の写真などか
　ら学習問題を立て、予想し、学習計画
　を立てる。 

・消防士 ・ガス会社 ・警察 等 
・消火活動の様子・火事原因別の件数
・１年間の火事の件数 

 
 

【思・判・表①】 
 火事の様子に着目して、学習問題を考 
えている。        〈発言・ノート〉 
【態①】 
 火事から地域の安全を守る働きについ 
て、予想や学習計画を立て、解決の見通 
しをもっている。   〈発言・ノート〉 
 

・火事の現 
場の写真 

・火事の件数
のグラフ 

・火事原因の
表 

 

 

ま 

と 

め 

る 

⑦学習問題の結論をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

 火事から人々を守る活動について関連 

付けたり、総合したりして学習問題の結 

論を考え、表現している。〈発言・ノート〉 

・前時までの

既習資料 

 

 

つ 

か 

む 

⑧⑨事故の様子の写真などから学習問題
　を立て、予想し、学習計画を立てる。 

・警察官 ・救急救命士 ・ﾚｯｶｰ車 
・事故処理の様子  
・原因別の事故の件数 
・１年間の事故の件数
・１年間の事件の件数

 

【思・判・表①】  

 事故の様子に着目して、学習問題を考 

えている。      〈発言・ノート〉 

【態①】 

 消防で立てた追究の過程を振り返り、 

予想や学習計画を立て、解決の見通しを 

もっている。     〈発言・ノート〉 

・事故の現 

場の写真 

・事故の件数

のグラフ 

・事件の件数

のグラフ 

・事故原因 

の表 

 

ま 

と 

め 

る 

 

⑬学習問題の結論をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

 事故や事件から人々を守る活動につい 

て、関連付けたり、総合したりして学習

問題の結論を考え、表現している。  

           〈ワークシート〉 

 

 

・前時までの

 既習資料 

 

 

 

 

 

 事故・事件から人々の安全を守るために、だれが、どのようなことをしている
のだろう。 

学習問題Ⅱ 

 
・事故・事件から私たちを守るため
 に、警察や地域の人々などはパト
 ロールをしたり、注意を呼びかけ
 たりするなど、それぞれ協力しな
 がら取り組んでいる。 
・事故が起きた時は、警察と消防は

協力しながら、素早く対応してい
る。 

学習問題の結論Ⅱ 

 
・火事から私たちを守るために、消防
 署を中心としたさまざまな機関が、
 協力しながら、素早く消火できるよ
 うにしている。 
・火事を防ぐために消防署や地域の 
人々が、日頃から施設や設備を整え
たり、訓練したり、パトロールした
りしている。 

 
 火事から人々の安全を守るために、だれが、どのようなことをしているのだろう。 

学習問題Ⅰ 

学習問題の結論Ⅰ 

P38 指導計画作成の留意事項⑼ 

 
火災に係る学習内容、消防署の学
習で育んだ見方・考え方や学び方
を生かすようにする。
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 〇学習活動 ・学習内容 

 
 
 
 
 
つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調
べ
る 
 
 

①②埼玉県内の文化財や年中行事について

調べ、白地図にまとめ、秩父夜祭の写真

などの資料を見て気付いたことを話し合

い、学習問題を立て、学習問題の解決に

 向けて予想や学習計画を立てる。 

・文化財  

・年中行事 

・秩父夜祭  

・来場者数 

・ユネスコ無形文化遺産  

・重要無形民俗文化財 

 
 
 
 
 
 
 
 

③秩父夜祭の歴史的背景や現在に至る経緯

について資料（年表・地図）から調べる。

・秩父夜祭の由来  

・養蚕  

・秩父の地理的条件 

 

 多くの人が参加する秩父夜祭は、だ

れがどのようにして続けてきたのだろ

う。 

  
 
評 学習問題の解決に向けた予想や学習計画を 
立て、解決の見通しをもっている。 

【態①】〈ノート・発言〉

 

 

 

 

 

 

 

⇒学習問題を意識した記述になっていない児童に
は、「だれが」「どのようにして続けてきたのか」
というキーワードを基に、予想を考えるよう助
言する。 

秩父夜祭は、とてもにぎやかなお祭りだと思いました。

これだけ大きなお祭りが、何百年も続いていることから、

きっと保存会のようなものがあって、そこの人たちが守っ

ているのではないかと思います。どうしてこのようなお祭

りが始まったのか、どのような人達が関わって続けられて

いるのかなどについて、資料で調べたり聞き取りをしたり

して調べていきたいです。 

学習問題 

P38 指導計画作成の 

留意事項⑺ 〈評価したポイント〉 
・学習問題に対する予想を立てている。 
・学習問題の解決に向けて、見通しをもっている。

〈努力を要すると評価されるＡ児の振り返り〉 
 秩父夜祭は、とてもにぎやかなお祭りだと思い
ました。秩父夜祭について、調べたいです。 

予想や学習計画を立てる場面 

＜学習活動における振り返りについて＞ 
１ 振り返りの視点  
 ⑴学習内容面の振り返り 
 ・今日学んだことへの振り返り 
 ・自分で立てた予想や考えに対する振り返り 
 ⑵学習活動面の振り返り 
 ・自分の学習の進め方・学び方への振り返り 
 ・調べたり話し合ったりした活動への振り返り 
 ⑶単元の目標に対する振り返り 
 ・単元の学習問題に対する振り返り 
 ・生活の在り方や社会の発展についての振り返り
  
２ 振り返りについて 
 ⑴ 振り返りを記述させる際は、視点を示したり、
  よい児童の記述を例示したりするなど、継続的
  に指導していくことが大切である。 
 ⑵ 振り返りを単元の指導計画に位置付け、意図
  的・計画的に実施する。毎時間行わなければい
  けないものではない。 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 
              ※ Ｐ41 参照

１　小単元名　　大切に伝えたい秩父夜祭
２　小単元について（略）　　
３　小単元の目標と評価規準（※評価規準は略）
　 　秩父市で行われている秩父夜祭について、歴史

的背景や現在に至る経過、保存や継承のための取
組などに着目して、見学・調査したり地図などで
調べたりして、年表にまとめ、祭りの様子を捉え、
取組の変遷や人々の生活の様子の特色を比較・関
連付けて考え、秩父夜祭は、地域の人々が受け継
いできたことや、地域の発展など人々の様々な願
いが込められていることを理解できるようにすると
ともに、学習問題を意欲的に追究し、地域の伝統
や文化の保存や継承に関わって地域社会の一員と
して、自分たちにできることを協力しようとする。

４　小単元の指導計画・評価計画（10時間扱い）
　 （評価計画は省略。ここでは「主体的に学習に取

り組む態度」に限定して記述している。）

＜事例２＞　「振り返りの記述で見取る『主体的に学習に取り組む態度』の評価」の事例　
　　　　　　 ※ 本事例は、単元を通して学習活動の「振り返り」を意図的・計画的に行い、その記

述をもとに「主体的に学習に取り組む態度」を評価し、児童の変容を見取るととも
に、それを指導に生かしていく実践である。

　　　　　　 第４学年「県内の伝統や文化」　指導要領との関わり：内容⑷　ア・イ

 

 
 
評 秩父夜祭の保存や継承の取組に係るこれまで

の学習を振り返ったり見直したりして、さらに調
べるべきこと（新たな問い）を見いだし、見通し
をもって追究しようとしている。 
          【態①】〈ノート・発言〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

調 
べ 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま 
と 
め 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
生 
か 
す 
 
 
 
 

④⑤⑥秩父夜祭の保存や継承のための取組

について調べる。  

 ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ：秩父まつり会館で働く人 

・保存・継承に携わる人々の取組 

 （屋台・笠鉾・お囃子） 

・祭りに携わる人々の取組 

（実行委員会・神社・市役所・警察・ 

鉄道会社・市民） 

・祭りに関わる人々の願い 

・保存・継承する際の課題 

・宣伝活動や安全に関する 

取組 

⑦学習問題の結論を考える。 

・年中行事を受け継ぎ保存する意味 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑧⑨⑩地域の祭りの課題について考え、文

化財や年中行事を保護、継承するために

大切なことを話し合う。 

 

 

＊生活科・総合的な学習の時間との関連 

 を図り、地域の年中行事を教材化する。 

＊社会への関わり方を選択・判断する場面

保存・継承していくために協力できるこ 

 とを考える。 

  

P38 指導計画作成の

留意事項⑶ 

秩父夜祭は、地域の人々が協力し、
参加する人、観光に来る人の安全も考
えて続けられている。問題が発生した
時は、その都度解決しながら現在まで
地域の発展を願い続けられてきた。 

学習問題の結論 

P38 指導計

画作成の

留意事項

⑷ 

 

評 単元の学習を振り返り、文化財や年中行 
 事を保護、継承するために、自分たちに協 
 力できることを考えようとしている。 
          【態②】〈ノート・発言〉 

 
 
 

〈単元の終末期の児童の変容〉（学習に振り返りの記述から読み取る）
⑨ 第９時の学習を振り返っての自分の考え 
⑩ 第 10時、学級での話合いを通した最終的な自分の考え 

⑩ 第 10時の児童Ａの振り返り 
  自分たちがくらす地域に伝わる「餅つき踊り」

も、秩父夜祭と同じように、伝統行事を守るた
めに、強い思いをもった人たちがたくさん関わ
っているのだとわかりました。様々な課題もあ
る中で、お祭りをみんなで話し合って復活させ、
続けていくためには、いろいろな立場の人の意
見を聞きながら、地域の一人一人が自分にでき
そうなことをやっていくことが大切だと思いま
す。私も、地域の一員として、このお祭りに毎
年参加し、大きくなったら話合いにも参加して、
できることを協力していきたいです。

〈評価したポイント〉 
・これまでの学習を振り返り、学習を見通し、まだ解決
 しきれていないことを明らかにして、解決の見通しを
 もっている。 
・今までの学習状況を確認し、さらに調べるべきことや
 新たな問いを明らかにしている。 

＜学習を振り返ったり見直したりする場面で、「主体
的に学習に取り組む態度」の評価を組み入れる例＞ 
 
（例１） 「調べる」の学習過程の中に位置付ける。 
    第４時で、秩父夜祭の保存や継承のための取組 

について資料で調べる。第５時では、調べて分か 
ったことを出し合い、話し合う中で、まだ解決し 
きれていないことやさらに追究すべき課題や疑問 
等を整理していく学習の中で、「主体的に学習に取 
り組む態度」の評価を位置付け、自らの学習を調 
整しようとする側面を評価することが考えられ 
る。第６時には、前時に出された課題等について 
さらに追究する。 
（ゲストティーチャーに聞くなど。） 

（例２） 「まとめる」から「生かす」の学習過程にかけ 
       て位置付ける。 
     第７時に秩父夜祭に関する学習問題の結論をま 
   とめ、第７時の後半に、地域の祭りの導入を図る 
   場合には、第７時に「主体的に学習に取り組む態

度」の評価を位置付けることが考えられる。また 
   は、第８時に秩父夜祭の学習を生かして、地域の 
   祭りについて調べる「新たな問い」を見いだす場 
   面に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価を 
   位置付けることが考えられる。 

⑨ 第９時の児童Ａの振り返り 

  秩父夜祭と同じように、地 

域に伝わる「餅つき踊り」の 

ような伝統行事も大切にする 

ことは、とてもよいことだと 

思います。これからも、続け 

ていけるようにしていきた 

いです。 

・地域の人たちの

 取組・思い 

・抱える課題 

・地域の一員とし

 てできる協力 

学級での 
話合い 

〈評価したポイント〉 
・学習したことを基に考えている。 
・地域の一員として、自分ができることを考えている。

学習したことを社会生活に生かそうとする場面 

学習を振り返ったり見直したりする場面 
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 〇学習活動 ・学習内容 

 
 
 
 
 
つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調
べ
る 
 
 

①②埼玉県内の文化財や年中行事について

調べ、白地図にまとめ、秩父夜祭の写真

などの資料を見て気付いたことを話し合

い、学習問題を立て、学習問題の解決に

 向けて予想や学習計画を立てる。 

・文化財  

・年中行事 

・秩父夜祭  

・来場者数 

・ユネスコ無形文化遺産  

・重要無形民俗文化財 

 
 
 
 
 
 
 
 

③秩父夜祭の歴史的背景や現在に至る経緯

について資料（年表・地図）から調べる。

・秩父夜祭の由来  

・養蚕  

・秩父の地理的条件 

 

 多くの人が参加する秩父夜祭は、だ

れがどのようにして続けてきたのだろ

う。 

  
 
評 学習問題の解決に向けた予想や学習計画を 
立て、解決の見通しをもっている。 

【態①】〈ノート・発言〉

 

 

 

 

 

 

 

⇒学習問題を意識した記述になっていない児童に
は、「だれが」「どのようにして続けてきたのか」
というキーワードを基に、予想を考えるよう助
言する。 

秩父夜祭は、とてもにぎやかなお祭りだと思いました。

これだけ大きなお祭りが、何百年も続いていることから、

きっと保存会のようなものがあって、そこの人たちが守っ

ているのではないかと思います。どうしてこのようなお祭

りが始まったのか、どのような人達が関わって続けられて

いるのかなどについて、資料で調べたり聞き取りをしたり

して調べていきたいです。 

学習問題 

P38 指導計画作成の 

留意事項⑺ 〈評価したポイント〉 
・学習問題に対する予想を立てている。 
・学習問題の解決に向けて、見通しをもっている。

〈努力を要すると評価されるＡ児の振り返り〉 
 秩父夜祭は、とてもにぎやかなお祭りだと思い
ました。秩父夜祭について、調べたいです。 

予想や学習計画を立てる場面 

＜学習活動における振り返りについて＞ 
１ 振り返りの視点  
 ⑴学習内容面の振り返り 
 ・今日学んだことへの振り返り 
 ・自分で立てた予想や考えに対する振り返り 
 ⑵学習活動面の振り返り 
 ・自分の学習の進め方・学び方への振り返り 
 ・調べたり話し合ったりした活動への振り返り 
 ⑶単元の目標に対する振り返り 
 ・単元の学習問題に対する振り返り 
 ・生活の在り方や社会の発展についての振り返り
  
２ 振り返りについて 
 ⑴ 振り返りを記述させる際は、視点を示したり、
  よい児童の記述を例示したりするなど、継続的
  に指導していくことが大切である。 
 ⑵ 振り返りを単元の指導計画に位置付け、意図
  的・計画的に実施する。毎時間行わなければい
  けないものではない。 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 
              ※ Ｐ41 参照

１　小単元名　　大切に伝えたい秩父夜祭
２　小単元について（略）　　
３　小単元の目標と評価規準（※評価規準は略）
　 　秩父市で行われている秩父夜祭について、歴史

的背景や現在に至る経過、保存や継承のための取
組などに着目して、見学・調査したり地図などで
調べたりして、年表にまとめ、祭りの様子を捉え、
取組の変遷や人々の生活の様子の特色を比較・関
連付けて考え、秩父夜祭は、地域の人々が受け継
いできたことや、地域の発展など人々の様々な願
いが込められていることを理解できるようにすると
ともに、学習問題を意欲的に追究し、地域の伝統
や文化の保存や継承に関わって地域社会の一員と
して、自分たちにできることを協力しようとする。

４　小単元の指導計画・評価計画（10時間扱い）
　 （評価計画は省略。ここでは「主体的に学習に取

り組む態度」に限定して記述している。）

＜事例２＞　「振り返りの記述で見取る『主体的に学習に取り組む態度』の評価」の事例　
　　　　　　 ※ 本事例は、単元を通して学習活動の「振り返り」を意図的・計画的に行い、その記

述をもとに「主体的に学習に取り組む態度」を評価し、児童の変容を見取るととも
に、それを指導に生かしていく実践である。

　　　　　　 第４学年「県内の伝統や文化」　指導要領との関わり：内容⑷　ア・イ

 

 
 
評 秩父夜祭の保存や継承の取組に係るこれまで

の学習を振り返ったり見直したりして、さらに調
べるべきこと（新たな問い）を見いだし、見通し
をもって追究しようとしている。 
          【態①】〈ノート・発言〉 
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④⑤⑥秩父夜祭の保存や継承のための取組

について調べる。  

 ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ：秩父まつり会館で働く人 

・保存・継承に携わる人々の取組 

 （屋台・笠鉾・お囃子） 

・祭りに携わる人々の取組 

（実行委員会・神社・市役所・警察・ 

鉄道会社・市民） 

・祭りに関わる人々の願い 

・保存・継承する際の課題 

・宣伝活動や安全に関する 

取組 

⑦学習問題の結論を考える。 

・年中行事を受け継ぎ保存する意味 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑧⑨⑩地域の祭りの課題について考え、文

化財や年中行事を保護、継承するために

大切なことを話し合う。 

 

 

＊生活科・総合的な学習の時間との関連 

 を図り、地域の年中行事を教材化する。 

＊社会への関わり方を選択・判断する場面

保存・継承していくために協力できるこ 

 とを考える。 

  

P38 指導計画作成の

留意事項⑶ 

秩父夜祭は、地域の人々が協力し、
参加する人、観光に来る人の安全も考
えて続けられている。問題が発生した
時は、その都度解決しながら現在まで
地域の発展を願い続けられてきた。 

学習問題の結論 

P38 指導計

画作成の

留意事項

⑷ 

 

評 単元の学習を振り返り、文化財や年中行 
 事を保護、継承するために、自分たちに協 
 力できることを考えようとしている。 
          【態②】〈ノート・発言〉 

 
 
 

〈単元の終末期の児童の変容〉（学習に振り返りの記述から読み取る）
⑨ 第９時の学習を振り返っての自分の考え 
⑩ 第 10時、学級での話合いを通した最終的な自分の考え 

⑩ 第 10時の児童Ａの振り返り 
  自分たちがくらす地域に伝わる「餅つき踊り」

も、秩父夜祭と同じように、伝統行事を守るた
めに、強い思いをもった人たちがたくさん関わ
っているのだとわかりました。様々な課題もあ
る中で、お祭りをみんなで話し合って復活させ、
続けていくためには、いろいろな立場の人の意
見を聞きながら、地域の一人一人が自分にでき
そうなことをやっていくことが大切だと思いま
す。私も、地域の一員として、このお祭りに毎
年参加し、大きくなったら話合いにも参加して、
できることを協力していきたいです。

〈評価したポイント〉 
・これまでの学習を振り返り、学習を見通し、まだ解決
 しきれていないことを明らかにして、解決の見通しを
 もっている。 
・今までの学習状況を確認し、さらに調べるべきことや
 新たな問いを明らかにしている。 

＜学習を振り返ったり見直したりする場面で、「主体
的に学習に取り組む態度」の評価を組み入れる例＞ 
 
（例１） 「調べる」の学習過程の中に位置付ける。 
    第４時で、秩父夜祭の保存や継承のための取組 

について資料で調べる。第５時では、調べて分か 
ったことを出し合い、話し合う中で、まだ解決し 
きれていないことやさらに追究すべき課題や疑問 
等を整理していく学習の中で、「主体的に学習に取 
り組む態度」の評価を位置付け、自らの学習を調 
整しようとする側面を評価することが考えられ 
る。第６時には、前時に出された課題等について 
さらに追究する。 
（ゲストティーチャーに聞くなど。） 

（例２） 「まとめる」から「生かす」の学習過程にかけ 
       て位置付ける。 
     第７時に秩父夜祭に関する学習問題の結論をま 
   とめ、第７時の後半に、地域の祭りの導入を図る 
   場合には、第７時に「主体的に学習に取り組む態

度」の評価を位置付けることが考えられる。また 
   は、第８時に秩父夜祭の学習を生かして、地域の 
   祭りについて調べる「新たな問い」を見いだす場 
   面に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価を 
   位置付けることが考えられる。 

⑨ 第９時の児童Ａの振り返り 

  秩父夜祭と同じように、地 

域に伝わる「餅つき踊り」の 

ような伝統行事も大切にする 

ことは、とてもよいことだと 

思います。これからも、続け 

ていけるようにしていきた 

いです。 

・地域の人たちの

 取組・思い 

・抱える課題 

・地域の一員とし

 てできる協力 

学級での 
話合い 

〈評価したポイント〉 
・学習したことを基に考えている。 
・地域の一員として、自分ができることを考えている。

学習したことを社会生活に生かそうとする場面 

学習を振り返ったり見直したりする場面 
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社

　会

 
 〇学習活動 ・学習内容 

 
 
 
 
 
つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調
べ
る 
 
 

①②埼玉県内の文化財や年中行事について

調べ、白地図にまとめ、秩父夜祭の写真

などの資料を見て気付いたことを話し合

い、学習問題を立て、学習問題の解決に

 向けて予想や学習計画を立てる。 

・文化財  

・年中行事 

・秩父夜祭  

・来場者数 

・ユネスコ無形文化遺産  

・重要無形民俗文化財 

 
 
 
 
 
 
 
 

③秩父夜祭の歴史的背景や現在に至る経緯

について資料（年表・地図）から調べる。

・秩父夜祭の由来  

・養蚕  

・秩父の地理的条件 

 

 多くの人が参加する秩父夜祭は、だ

れがどのようにして続けてきたのだろ

う。 

  
 
評 学習問題の解決に向けた予想や学習計画を 
立て、解決の見通しをもっている。 

【態①】〈ノート・発言〉

 

 

 

 

 

 

 

⇒学習問題を意識した記述になっていない児童に
は、「だれが」「どのようにして続けてきたのか」
というキーワードを基に、予想を考えるよう助
言する。 

秩父夜祭は、とてもにぎやかなお祭りだと思いました。

これだけ大きなお祭りが、何百年も続いていることから、

きっと保存会のようなものがあって、そこの人たちが守っ

ているのではないかと思います。どうしてこのようなお祭

りが始まったのか、どのような人達が関わって続けられて

いるのかなどについて、資料で調べたり聞き取りをしたり

して調べていきたいです。 

学習問題 

P38 指導計画作成の 

留意事項⑺ 〈評価したポイント〉 
・学習問題に対する予想を立てている。 
・学習問題の解決に向けて、見通しをもっている。

〈努力を要すると評価されるＡ児の振り返り〉 
 秩父夜祭は、とてもにぎやかなお祭りだと思い
ました。秩父夜祭について、調べたいです。 

予想や学習計画を立てる場面 

＜学習活動における振り返りについて＞ 
１ 振り返りの視点  
 ⑴学習内容面の振り返り 
 ・今日学んだことへの振り返り 
 ・自分で立てた予想や考えに対する振り返り 
 ⑵学習活動面の振り返り 
 ・自分の学習の進め方・学び方への振り返り 
 ・調べたり話し合ったりした活動への振り返り 
 ⑶単元の目標に対する振り返り 
 ・単元の学習問題に対する振り返り 
 ・生活の在り方や社会の発展についての振り返り
  
２ 振り返りについて 
 ⑴ 振り返りを記述させる際は、視点を示したり、
  よい児童の記述を例示したりするなど、継続的
  に指導していくことが大切である。 
 ⑵ 振り返りを単元の指導計画に位置付け、意図
  的・計画的に実施する。毎時間行わなければい
  けないものではない。 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 
              ※ Ｐ41 参照

 

 
 
評 秩父夜祭の保存や継承の取組に係るこれまで

の学習を振り返ったり見直したりして、さらに調
べるべきこと（新たな問い）を見いだし、見通し
をもって追究しようとしている。 
          【態①】〈ノート・発言〉 
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④⑤⑥秩父夜祭の保存や継承のための取組

について調べる。  

 ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ：秩父まつり会館で働く人 

・保存・継承に携わる人々の取組 

 （屋台・笠鉾・お囃子） 

・祭りに携わる人々の取組 

（実行委員会・神社・市役所・警察・ 

鉄道会社・市民） 

・祭りに関わる人々の願い 

・保存・継承する際の課題 

・宣伝活動や安全に関する 

取組 

⑦学習問題の結論を考える。 

・年中行事を受け継ぎ保存する意味 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑧⑨⑩地域の祭りの課題について考え、文

化財や年中行事を保護、継承するために

大切なことを話し合う。 

 

 

＊生活科・総合的な学習の時間との関連 

 を図り、地域の年中行事を教材化する。 

＊社会への関わり方を選択・判断する場面

保存・継承していくために協力できるこ 

 とを考える。 

  

P38 指導計画作成の

留意事項⑶ 

秩父夜祭は、地域の人々が協力し、
参加する人、観光に来る人の安全も考
えて続けられている。問題が発生した
時は、その都度解決しながら現在まで
地域の発展を願い続けられてきた。 

学習問題の結論 

P38 指導計

画作成の

留意事項

⑷ 

 

評 単元の学習を振り返り、文化財や年中行 
 事を保護、継承するために、自分たちに協 
 力できることを考えようとしている。 
          【態②】〈ノート・発言〉 

 
 
 

〈単元の終末期の児童の変容〉（学習に振り返りの記述から読み取る）
⑨ 第９時の学習を振り返っての自分の考え 
⑩ 第 10時、学級での話合いを通した最終的な自分の考え 

⑩ 第 10時の児童Ａの振り返り 
  自分たちがくらす地域に伝わる「餅つき踊り」

も、秩父夜祭と同じように、伝統行事を守るた
めに、強い思いをもった人たちがたくさん関わ
っているのだとわかりました。様々な課題もあ
る中で、お祭りをみんなで話し合って復活させ、
続けていくためには、いろいろな立場の人の意
見を聞きながら、地域の一人一人が自分にでき
そうなことをやっていくことが大切だと思いま
す。私も、地域の一員として、このお祭りに毎
年参加し、大きくなったら話合いにも参加して、
できることを協力していきたいです。

〈評価したポイント〉 
・これまでの学習を振り返り、学習を見通し、まだ解決
 しきれていないことを明らかにして、解決の見通しを
 もっている。 
・今までの学習状況を確認し、さらに調べるべきことや
 新たな問いを明らかにしている。 

＜学習を振り返ったり見直したりする場面で、「主体
的に学習に取り組む態度」の評価を組み入れる例＞ 
 
（例１） 「調べる」の学習過程の中に位置付ける。 
    第４時で、秩父夜祭の保存や継承のための取組 

について資料で調べる。第５時では、調べて分か 
ったことを出し合い、話し合う中で、まだ解決し 
きれていないことやさらに追究すべき課題や疑問 
等を整理していく学習の中で、「主体的に学習に取 
り組む態度」の評価を位置付け、自らの学習を調 
整しようとする側面を評価することが考えられ 
る。第６時には、前時に出された課題等について 
さらに追究する。 
（ゲストティーチャーに聞くなど。） 

（例２） 「まとめる」から「生かす」の学習過程にかけ 
       て位置付ける。 
     第７時に秩父夜祭に関する学習問題の結論をま 
   とめ、第７時の後半に、地域の祭りの導入を図る 
   場合には、第７時に「主体的に学習に取り組む態

度」の評価を位置付けることが考えられる。また 
   は、第８時に秩父夜祭の学習を生かして、地域の 
   祭りについて調べる「新たな問い」を見いだす場 
   面に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価を 
   位置付けることが考えられる。 

⑨ 第９時の児童Ａの振り返り 

  秩父夜祭と同じように、地 

域に伝わる「餅つき踊り」の 

ような伝統行事も大切にする 

ことは、とてもよいことだと 

思います。これからも、続け 

ていけるようにしていきた 

いです。 

・地域の人たちの

 取組・思い 

・抱える課題 

・地域の一員とし

 てできる協力 

学級での 
話合い 

〈評価したポイント〉 
・学習したことを基に考えている。 
・地域の一員として、自分ができることを考えている。

学習したことを社会生活に生かそうとする場面 

学習を振り返ったり見直したりする場面 
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１　小単元名　　これからの食料生産とわたしたち
２　本小単元を構成するにあたって
　⑴　現代社会の抱える問題に対して、児童が多角的に考える工夫
　　 　「多角的に考える」とは、児童が複数の立場や意見を踏まえて考えることである。本事例は、食

料自給率の低下をはじめ、我が国が抱える食料生産に関する問題を学び、多角的に思考していく実
践である。これら問題に対して、「私たち消費者は」「生産者は」と複数の立場から、どのような解
決方法があるのか多角的に考えることをねらっている。

　　 　問題を一面的に捉えないように、「どの立場にどのような問題が生じているのか」「その問題の解決
策は何か」と明確にし、児童の理解や問題意識を高めることで多角的に考えられるよう指導していく。

　⑵　社会科の学びと実生活を結び付ける家庭学習の活用
　　 　学習問題の成立後、児童が授業の見通しをもつことで、授業に関連する内容を事前に家庭で調べ、

それらを授業で生かしていくことができる。本事例では、どこからどのような食品を購入しているのか
という買い物調べを家庭学習で行った。他学年においても家庭での生活の様子（ごみ調べ、節水・
節電などの取組）の調べ学習は効果的である。社会科では、調べ学習に取り組む際、家庭学習を活
用することで、実生活と社会的事象との距離を縮め、自分事として問題解決を進めることができる。

３　小単元の目標と評価規準（評価規準は略）
　 　我が国の食料生産について、食料自給率や輸入・輸出など外国との関わり、食の安全・安心への

取組などに着目して、地図帳や各種資料で調べ、まとめることで食料生産の課題を捉え、食の安全・
安心、持続可能な食料生産・食料確保が世界的に考えても重要な課題であることを理解することがで
きるとともに、学習問題を意欲的に追究し、学習したことを基に様々な立場から多角的に考え、これ
からの食料生産について考えることができる。

４　小単元の指導計画・評価計画（６時間扱い）　＜　＞内は多角的な思考の立場を表す

＜事例３＞　「社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える」事例　
　　　　　　 ※ 本事例は、児童が複数の立場や意見を踏まえて「多角的に考え」、食料生産の在り方

について、自分の考えをまとめていく実践である。
　　　　　　 第５学年「これからの食料生産とわたしたち」　指導要領との関わり：内容⑵　ア・イ

 

 

 

 

 

１ 小単元名  これからの食料生産とわたしたち 

２ 本小単元を構成するにあたって 

⑴  現代社会の抱える問題に対して、児童が多角的に考える工夫 

 「多角的に考える」とは、児童が複数の立場や意見を踏まえて考えることである。本事例は、食料 

 自給率の低下をはじめ、我が国が抱える食料生産に関する問題を学び、多角的に思考していく実践で 

 ある。これら問題に対して、「私たち消費者は」「生産者は」と複数の立場から、どのような解決方 

法があるのか多角的に考えることをねらっている。 

  問題を一面的に捉えないように、「どの立場にどのような問題が生じているのか」「その問題の解 

 決策は何か」と明確にし、児童の問題意識を高めることで多角的に考えられるよう指導していく。 

⑵  社会科の学びと実生活を結び付ける家庭学習の活用 

  学習問題の成立後、児童が授業の見通しをもつことで、授業に関連する内容を事前に家庭で調べ、 

それらを授業で生かしていくことができる。本事例では、どこからどのような食品を購入しているの 

かという買い物調べを家庭学習で行った。他学年においても家庭での生活の様子（ごみ調べ、節水・ 

節電などの取組）の調べ学習は効果的である。社会科では、調べ学習に取り組む際、家庭学習を活用

することで、実生活と社会的事象との距離を縮め、自分事として問題解決を進めることができる。 

３ 小単元の目標と評価規準（評価規準は略） 

  我が国の食料生産について、食料自給率や輸入・輸出など外国との関わり、食の安全・安心への取 

組などに着目して、地図帳や各種資料で調べ、まとめることで食料生産の課題を捉え、食の安全・安 

心、持続可能な食料生産・食料確保が世界的に考えても重要な課題であることを理解することができ 

るとともに、学習問題を意欲的に追究し、学習したことを基に様々な立場から多角的に考え、これか 

らの食料生産について考えることができる。 

４ 小単元の指導計画・評価計画（６時間扱い） 〈 〉内は多角的な思考の立場を表す 

 〇学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
 
 
つ 
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む 
 

①食料生産の課題について話し合い、学習問題を

立て、予想し、学習計画を立てる。 
＜生産者・消費者＞ 

・食品ロス ・食料自給率が低い 

          

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【態①】 

 食料自給率や輸出・輸入などの外国との関 
わり等に着目して、学習問題の予想や学習計 
画を立て、解決の見通しをもっている。 
          〈ワークシート〉 
 

・買い物調

べの結果

・自給率 
グラフ 

 
 
 
 
 
調 
べ 
る 
 
 
 
 

②我が国の輸入の現状について調べる。 
＜生産者・消費者＞ 

・輸入量の変化 ・関税  ・ＴＰＰ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【知・技①】 

 調べたことをまとめ、食料の輸入・輸出が 
重要な課題であることを理解している。 
〈ワークシート・発言〉 

 
・世界地図

生産者 

＜事例３＞ 「社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える」事例  

      ※本事例は、児童が複数の立場や意見を踏まえて「多角的に考え」、食料生産の在り

       方について、自分の考えをまとめていく実践である。 

        第５学年「これからの食料生産とわたしたち」 指導要領との関わり：内容⑵ ア・イ 

消費者
 輸入は「生産者」「消費
者」それぞれにとってど
のような意味があるのか
まとめた。輸入に否定的
な考えをもっていた児童
も、我が国の食料生産の
現状について学習し、輸
入も必要であるというよ
うに考えが変容した。 

食品ロス 

年間６４３万ｔ（１人あたり

約５０㎏以上）もまだ食べら

れる食品を捨てている。この

問題解決のため、社会、企業、

家庭が協力することが必要

である。具体的には、食習慣

の見直し、フードバンクの活

用などがある。詳細は消費者

庁のホームページにあるの

で参考にしていただきたい。

日本の食料生産にはどのような課題があり、これからの食料生産に対
し、わたしたち消費者はどうしたらよいのだろう。 

学習問題 

 予想について話し合い、右のような学習

計画を立てた。それに基づいて児童が資料

集めや家庭からの聞き取りを行うなど、家

庭学習で取り組んだ。また、多角的な思考

のため学習計画に立場を記すようにした。 

輸入をすることで 

・輸入が増え続けると
農家がなくなる。 

・ＴＰＰで、日本の食
料品があまり売れな
くなることもあるか
もしれない。 

・輸入があることで多
くの食料品を選べる。

・ＴＰＰで、今よりも
安くよい食料品を買
うことができるかも
しれない。 

 学習計画 （○生は生産者、○消は消費者） 
・買い物調べで輸入品が多かったが、食料品

の輸入についてはどうか。 ○生・○消  
・日本の生産者も何かがんばって取り組みを

しているのでは。 ○生  
・私たちの食は安全なのだろうか。○生・○消  

輸入は必要？

 
 
 
 
 
 
調 
べ 
る 
 
 
 
 
 
 

③我が国の食料生産の強みについて調べる。 
＜生産者＞ 

・海外への日本産品の輸出 
・六次産業化 ←自分たちが住む町の取組 
 
 
 
 
 
 
 

【知・技①】  

 調べたことをまとめ、国産品の海外進出や 
六次産業化が重要な課題であることを理解 
している。〈ワークシート・発言〉 

・実物資料

・写真 
・動画 

④食の安全・安心に対する取組について調べる。

＜生産者・消費者＞ 

・トレーサビリティシステム ・検疫  

 
 
 
   
 
 
 
 

【知・技①】 

 調べたことをまとめ、食料生産の安全・安 
心な確保が重要な課題であることを理解し 
ている。 〈ワークシート・発言〉 

・実物
・タブレット
・写真 

 
 
 
 
ま 
と 
め 
る 

⑤ これからの食料生産について調べたことをも

とに、学習問題に対する考えをまとめる。 
 
 

【思・判・表②】 

 食料自給率や輸出入といった問題を関連 
付けたり、食料生産について学習してきたこ 
とを総合したりして学習問題の結論を考え 
ている。        〈ワークシート〉 
 
 

 
  

・前時までの

資料 

⑥ 既習事項を生かし、食料生産の現状について

多角的に考え、これからの食料生産について考

える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【思・判・表②】 

 学習したことを基に、消費者や生産者の立 

場から多角的に考えて、これからの食料生産 

について考え表現している。 

【態②】 

 学習したことを基に、これからの我 

が国の食料生産の在り方について考え 

ようとしている。 

        〈発言・ワークシート〉 

・ﾜｰｸｼｰﾄ
・振り返り

シート 

 

 

 生産者の立場についての学習で、「おおむね満

足できる」状況と評価した児童の記述である。 

　授業では、我が国の食料自給率を上げる取組、さ

らに、未来志向型の取組として「高品質・無形文化

遺産となった和食を生かした食料品の輸出」と「町

の六次産業化」を扱った。 

 

テーマ 

P38 指導計画作成上の留意

事項(2)資料を基に、様々な

解決策を考える様子。 

児童が実際にＩＣＴを活用し、トレーサビリティシス
テムを体験した。生産者が安全・安心に取り組むだけで
なく、自分たち消費者も何ができるかについて考えた。
食料を安定的に安心して確保するためにはという視点で、
世界規模の異常気象と世界の穀物の価格変動について
調べた。世界で何が起こってもいいように日本の食料自
給率を上げる必要があることに気付いた。 

 

食料自給率を上げることで、農業や水産業が活発になる。食の安全、安心には

多くの課題があり、私たち消費者もよく考えて食料を手に入れる必要がある。 

学習問題の結論 

 

牛肉のラベルをよく

見たことがなかった

けど、多くの情報が含

まれていた。個体識別

番号を調べると、自分

が食べる牛肉がどの

ように届けられるの

かよく分かった。 

P38 指導計画作成の
留意事項⑷

P38 指導計画作成の留意事項⑼

P38 指導計画作成の留意事項⑺

我が国の食料生産の未来について多角
的に思考した児童の記述である。生産者の
立場、消費者の立場の双方から考えること
ができている。また、学習してきたことを
踏まえた記述ができていることから「おお
むね満足できる」と判断した。ただ、内容
面で、事象と意味の関連についての表記が
乏しいと感じる箇所があるので、その点に
ついて指導・助言していくようにした。 

児童の多角的な思考 
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１　小単元名　　これからの食料生産とわたしたち
２　本小単元を構成するにあたって
　⑴　現代社会の抱える問題に対して、児童が多角的に考える工夫
　　 　「多角的に考える」とは、児童が複数の立場や意見を踏まえて考えることである。本事例は、食

料自給率の低下をはじめ、我が国が抱える食料生産に関する問題を学び、多角的に思考していく実
践である。これら問題に対して、「私たち消費者は」「生産者は」と複数の立場から、どのような解
決方法があるのか多角的に考えることをねらっている。

　　 　問題を一面的に捉えないように、「どの立場にどのような問題が生じているのか」「その問題の解決
策は何か」と明確にし、児童の理解や問題意識を高めることで多角的に考えられるよう指導していく。

　⑵　社会科の学びと実生活を結び付ける家庭学習の活用
　　 　学習問題の成立後、児童が授業の見通しをもつことで、授業に関連する内容を事前に家庭で調べ、

それらを授業で生かしていくことができる。本事例では、どこからどのような食品を購入しているのか
という買い物調べを家庭学習で行った。他学年においても家庭での生活の様子（ごみ調べ、節水・
節電などの取組）の調べ学習は効果的である。社会科では、調べ学習に取り組む際、家庭学習を活
用することで、実生活と社会的事象との距離を縮め、自分事として問題解決を進めることができる。

３　小単元の目標と評価規準（評価規準は略）
　 　我が国の食料生産について、食料自給率や輸入・輸出など外国との関わり、食の安全・安心への

取組などに着目して、地図帳や各種資料で調べ、まとめることで食料生産の課題を捉え、食の安全・
安心、持続可能な食料生産・食料確保が世界的に考えても重要な課題であることを理解することがで
きるとともに、学習問題を意欲的に追究し、学習したことを基に様々な立場から多角的に考え、これ
からの食料生産について考えることができる。

４　小単元の指導計画・評価計画（６時間扱い）　＜　＞内は多角的な思考の立場を表す

＜事例３＞　「社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える」事例　
　　　　　　 ※ 本事例は、児童が複数の立場や意見を踏まえて「多角的に考え」、食料生産の在り方

について、自分の考えをまとめていく実践である。
　　　　　　 第５学年「これからの食料生産とわたしたち」　指導要領との関わり：内容⑵　ア・イ

 

 

 

 

 

１ 小単元名  これからの食料生産とわたしたち 

２ 本小単元を構成するにあたって 

⑴  現代社会の抱える問題に対して、児童が多角的に考える工夫 

 「多角的に考える」とは、児童が複数の立場や意見を踏まえて考えることである。本事例は、食料 

 自給率の低下をはじめ、我が国が抱える食料生産に関する問題を学び、多角的に思考していく実践で 

 ある。これら問題に対して、「私たち消費者は」「生産者は」と複数の立場から、どのような解決方 

法があるのか多角的に考えることをねらっている。 

  問題を一面的に捉えないように、「どの立場にどのような問題が生じているのか」「その問題の解 

 決策は何か」と明確にし、児童の問題意識を高めることで多角的に考えられるよう指導していく。 

⑵  社会科の学びと実生活を結び付ける家庭学習の活用 

  学習問題の成立後、児童が授業の見通しをもつことで、授業に関連する内容を事前に家庭で調べ、 

それらを授業で生かしていくことができる。本事例では、どこからどのような食品を購入しているの 

かという買い物調べを家庭学習で行った。他学年においても家庭での生活の様子（ごみ調べ、節水・ 

節電などの取組）の調べ学習は効果的である。社会科では、調べ学習に取り組む際、家庭学習を活用

することで、実生活と社会的事象との距離を縮め、自分事として問題解決を進めることができる。 

３ 小単元の目標と評価規準（評価規準は略） 

  我が国の食料生産について、食料自給率や輸入・輸出など外国との関わり、食の安全・安心への取 

組などに着目して、地図帳や各種資料で調べ、まとめることで食料生産の課題を捉え、食の安全・安 

心、持続可能な食料生産・食料確保が世界的に考えても重要な課題であることを理解することができ 

るとともに、学習問題を意欲的に追究し、学習したことを基に様々な立場から多角的に考え、これか 

らの食料生産について考えることができる。 

４ 小単元の指導計画・評価計画（６時間扱い） 〈 〉内は多角的な思考の立場を表す 

 〇学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
 
 
つ 
か 
む 
 

①食料生産の課題について話し合い、学習問題を

立て、予想し、学習計画を立てる。 
＜生産者・消費者＞ 

・食品ロス ・食料自給率が低い 

          

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【態①】 

 食料自給率や輸出・輸入などの外国との関 
わり等に着目して、学習問題の予想や学習計 
画を立て、解決の見通しをもっている。 
          〈ワークシート〉 
 

・買い物調

べの結果

・自給率 
グラフ 

 
 
 
 
 
調 
べ 
る 
 
 
 
 

②我が国の輸入の現状について調べる。 
＜生産者・消費者＞ 

・輸入量の変化 ・関税  ・ＴＰＰ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【知・技①】 

 調べたことをまとめ、食料の輸入・輸出が 
重要な課題であることを理解している。 
〈ワークシート・発言〉 

 
・世界地図

生産者 

＜事例３＞ 「社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える」事例  

      ※本事例は、児童が複数の立場や意見を踏まえて「多角的に考え」、食料生産の在り

       方について、自分の考えをまとめていく実践である。 

        第５学年「これからの食料生産とわたしたち」 指導要領との関わり：内容⑵ ア・イ 

消費者
 輸入は「生産者」「消費
者」それぞれにとってど
のような意味があるのか
まとめた。輸入に否定的
な考えをもっていた児童
も、我が国の食料生産の
現状について学習し、輸
入も必要であるというよ
うに考えが変容した。 

食品ロス 

年間６４３万ｔ（１人あたり

約５０㎏以上）もまだ食べら

れる食品を捨てている。この

問題解決のため、社会、企業、

家庭が協力することが必要

である。具体的には、食習慣

の見直し、フードバンクの活

用などがある。詳細は消費者

庁のホームページにあるの

で参考にしていただきたい。

日本の食料生産にはどのような課題があり、これからの食料生産に対
し、わたしたち消費者はどうしたらよいのだろう。 

学習問題 

 予想について話し合い、右のような学習

計画を立てた。それに基づいて児童が資料

集めや家庭からの聞き取りを行うなど、家

庭学習で取り組んだ。また、多角的な思考

のため学習計画に立場を記すようにした。 

輸入をすることで 

・輸入が増え続けると
農家がなくなる。 

・ＴＰＰで、日本の食
料品があまり売れな
くなることもあるか
もしれない。 

・輸入があることで多
くの食料品を選べる。

・ＴＰＰで、今よりも
安くよい食料品を買
うことができるかも
しれない。 

 学習計画 （○生は生産者、○消は消費者） 
・買い物調べで輸入品が多かったが、食料品

の輸入についてはどうか。 ○生・○消  
・日本の生産者も何かがんばって取り組みを

しているのでは。 ○生  
・私たちの食は安全なのだろうか。○生・○消  

輸入は必要？

 
 
 
 
 
 
調 
べ 
る 
 
 
 
 
 
 

③我が国の食料生産の強みについて調べる。 
＜生産者＞ 

・海外への日本産品の輸出 
・六次産業化 ←自分たちが住む町の取組 
 
 
 
 
 
 
 

【知・技①】  

 調べたことをまとめ、国産品の海外進出や 
六次産業化が重要な課題であることを理解 
している。〈ワークシート・発言〉 

・実物資料

・写真 
・動画 

④食の安全・安心に対する取組について調べる。

＜生産者・消費者＞ 

・トレーサビリティシステム ・検疫  

 
 
 
   
 
 
 
 

【知・技①】 

 調べたことをまとめ、食料生産の安全・安 
心な確保が重要な課題であることを理解し 
ている。 〈ワークシート・発言〉 

・実物
・タブレット
・写真 

 
 
 
 
ま 
と 
め 
る 

⑤ これからの食料生産について調べたことをも

とに、学習問題に対する考えをまとめる。 
 
 

【思・判・表②】 

 食料自給率や輸出入といった問題を関連 
付けたり、食料生産について学習してきたこ 
とを総合したりして学習問題の結論を考え 
ている。        〈ワークシート〉 
 
 

 
  

・前時までの

資料 

⑥ 既習事項を生かし、食料生産の現状について

多角的に考え、これからの食料生産について考

える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【思・判・表②】 

 学習したことを基に、消費者や生産者の立 

場から多角的に考えて、これからの食料生産 

について考え表現している。 

【態②】 

 学習したことを基に、これからの我 

が国の食料生産の在り方について考え 

ようとしている。 

        〈発言・ワークシート〉 

・ﾜｰｸｼｰﾄ
・振り返り

シート 

 

 

 生産者の立場についての学習で、「おおむね満

足できる」状況と評価した児童の記述である。 

　授業では、我が国の食料自給率を上げる取組、さ

らに、未来志向型の取組として「高品質・無形文化

遺産となった和食を生かした食料品の輸出」と「町

の六次産業化」を扱った。 

 

テーマ 

P38 指導計画作成上の留意

事項(2)資料を基に、様々な

解決策を考える様子。 

児童が実際にＩＣＴを活用し、トレーサビリティシス
テムを体験した。生産者が安全・安心に取り組むだけで
なく、自分たち消費者も何ができるかについて考えた。
食料を安定的に安心して確保するためにはという視点で、
世界規模の異常気象と世界の穀物の価格変動について
調べた。世界で何が起こってもいいように日本の食料自
給率を上げる必要があることに気付いた。 

 

食料自給率を上げることで、農業や水産業が活発になる。食の安全、安心には

多くの課題があり、私たち消費者もよく考えて食料を手に入れる必要がある。 

学習問題の結論 

 

牛肉のラベルをよく

見たことがなかった

けど、多くの情報が含

まれていた。個体識別

番号を調べると、自分

が食べる牛肉がどの

ように届けられるの

かよく分かった。 

P38 指導計画作成の
留意事項⑷

P38 指導計画作成の留意事項⑼

P38 指導計画作成の留意事項⑺

我が国の食料生産の未来について多角
的に思考した児童の記述である。生産者の
立場、消費者の立場の双方から考えること
ができている。また、学習してきたことを
踏まえた記述ができていることから「おお
むね満足できる」と判断した。ただ、内容
面で、事象と意味の関連についての表記が
乏しいと感じる箇所があるので、その点に
ついて指導・助言していくようにした。 

児童の多角的な思考 
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社

　会

１　小単元名　　これからの食料生産とわたしたち
２　本小単元を構成するにあたって
　⑴　現代社会の抱える問題に対して、児童が多角的に考える工夫
　　 　「多角的に考える」とは、児童が複数の立場や意見を踏まえて考えることである。本事例は、食

料自給率の低下をはじめ、我が国が抱える食料生産に関する問題を学び、多角的に思考していく実
践である。これら問題に対して、「私たち消費者は」「生産者は」と複数の立場から、どのような解
決方法があるのか多角的に考えることをねらっている。

　　 　問題を一面的に捉えないように、「どの立場にどのような問題が生じているのか」「その問題の解決
策は何か」と明確にし、児童の理解や問題意識を高めることで多角的に考えられるよう指導していく。

　⑵　社会科の学びと実生活を結び付ける家庭学習の活用
　　 　学習問題の成立後、児童が授業の見通しをもつことで、授業に関連する内容を事前に家庭で調べ、

それらを授業で生かしていくことができる。本事例では、どこからどのような食品を購入しているのか
という買い物調べを家庭学習で行った。他学年においても家庭での生活の様子（ごみ調べ、節水・
節電などの取組）の調べ学習は効果的である。社会科では、調べ学習に取り組む際、家庭学習を活
用することで、実生活と社会的事象との距離を縮め、自分事として問題解決を進めることができる。

３　小単元の目標と評価規準（評価規準は略）
　 　我が国の食料生産について、食料自給率や輸入・輸出など外国との関わり、食の安全・安心への

取組などに着目して、地図帳や各種資料で調べ、まとめることで食料生産の課題を捉え、食の安全・
安心、持続可能な食料生産・食料確保が世界的に考えても重要な課題であることを理解することがで
きるとともに、学習問題を意欲的に追究し、学習したことを基に様々な立場から多角的に考え、これ
からの食料生産について考えることができる。

４　小単元の指導計画・評価計画（６時間扱い）　＜　＞内は多角的な思考の立場を表す

＜事例３＞　「社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える」事例　
　　　　　　 ※ 本事例は、児童が複数の立場や意見を踏まえて「多角的に考え」、食料生産の在り方

について、自分の考えをまとめていく実践である。
　　　　　　 第５学年「これからの食料生産とわたしたち」　指導要領との関わり：内容⑵　ア・イ

 

 

 

 

 

１ 小単元名  これからの食料生産とわたしたち 

２ 本小単元を構成するにあたって 

⑴  現代社会の抱える問題に対して、児童が多角的に考える工夫 

 「多角的に考える」とは、児童が複数の立場や意見を踏まえて考えることである。本事例は、食料 

 自給率の低下をはじめ、我が国が抱える食料生産に関する問題を学び、多角的に思考していく実践で 

 ある。これら問題に対して、「私たち消費者は」「生産者は」と複数の立場から、どのような解決方 

法があるのか多角的に考えることをねらっている。 

  問題を一面的に捉えないように、「どの立場にどのような問題が生じているのか」「その問題の解 

 決策は何か」と明確にし、児童の問題意識を高めることで多角的に考えられるよう指導していく。 

⑵  社会科の学びと実生活を結び付ける家庭学習の活用 

  学習問題の成立後、児童が授業の見通しをもつことで、授業に関連する内容を事前に家庭で調べ、 

それらを授業で生かしていくことができる。本事例では、どこからどのような食品を購入しているの 

かという買い物調べを家庭学習で行った。他学年においても家庭での生活の様子（ごみ調べ、節水・ 

節電などの取組）の調べ学習は効果的である。社会科では、調べ学習に取り組む際、家庭学習を活用

することで、実生活と社会的事象との距離を縮め、自分事として問題解決を進めることができる。 

３ 小単元の目標と評価規準（評価規準は略） 

  我が国の食料生産について、食料自給率や輸入・輸出など外国との関わり、食の安全・安心への取 

組などに着目して、地図帳や各種資料で調べ、まとめることで食料生産の課題を捉え、食の安全・安 

心、持続可能な食料生産・食料確保が世界的に考えても重要な課題であることを理解することができ 

るとともに、学習問題を意欲的に追究し、学習したことを基に様々な立場から多角的に考え、これか 

らの食料生産について考えることができる。 

４ 小単元の指導計画・評価計画（６時間扱い） 〈 〉内は多角的な思考の立場を表す 

 〇学習活動 ・学習内容 【評価の観点】 内容 〈方法〉 資料等 
 
 
つ 
か 
む 
 

①食料生産の課題について話し合い、学習問題を

立て、予想し、学習計画を立てる。 
＜生産者・消費者＞ 

・食品ロス ・食料自給率が低い 

          

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【態①】 

 食料自給率や輸出・輸入などの外国との関 
わり等に着目して、学習問題の予想や学習計 
画を立て、解決の見通しをもっている。 
          〈ワークシート〉 
 

・買い物調

べの結果

・自給率 
グラフ 

 
 
 
 
 
調 
べ 
る 
 
 
 
 

②我が国の輸入の現状について調べる。 
＜生産者・消費者＞ 

・輸入量の変化 ・関税  ・ＴＰＰ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【知・技①】 

 調べたことをまとめ、食料の輸入・輸出が 
重要な課題であることを理解している。 
〈ワークシート・発言〉 

 
・世界地図

生産者 

＜事例３＞ 「社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える」事例  

      ※本事例は、児童が複数の立場や意見を踏まえて「多角的に考え」、食料生産の在り

       方について、自分の考えをまとめていく実践である。 

        第５学年「これからの食料生産とわたしたち」 指導要領との関わり：内容⑵ ア・イ 

消費者
 輸入は「生産者」「消費
者」それぞれにとってど
のような意味があるのか
まとめた。輸入に否定的
な考えをもっていた児童
も、我が国の食料生産の
現状について学習し、輸
入も必要であるというよ
うに考えが変容した。 

食品ロス 

年間６４３万ｔ（１人あたり

約５０㎏以上）もまだ食べら

れる食品を捨てている。この

問題解決のため、社会、企業、

家庭が協力することが必要

である。具体的には、食習慣

の見直し、フードバンクの活

用などがある。詳細は消費者

庁のホームページにあるの

で参考にしていただきたい。

日本の食料生産にはどのような課題があり、これからの食料生産に対
し、わたしたち消費者はどうしたらよいのだろう。 

学習問題 

 予想について話し合い、右のような学習

計画を立てた。それに基づいて児童が資料

集めや家庭からの聞き取りを行うなど、家

庭学習で取り組んだ。また、多角的な思考

のため学習計画に立場を記すようにした。 

輸入をすることで 

・輸入が増え続けると
農家がなくなる。 

・ＴＰＰで、日本の食
料品があまり売れな
くなることもあるか
もしれない。 

・輸入があることで多
くの食料品を選べる。

・ＴＰＰで、今よりも
安くよい食料品を買
うことができるかも
しれない。 

 学習計画 （○生は生産者、○消は消費者） 
・買い物調べで輸入品が多かったが、食料品

の輸入についてはどうか。 ○生・○消  
・日本の生産者も何かがんばって取り組みを

しているのでは。 ○生  
・私たちの食は安全なのだろうか。○生・○消  

輸入は必要？

 
 
 
 
 
 
調 
べ 
る 
 
 
 
 
 
 

③我が国の食料生産の強みについて調べる。 
＜生産者＞ 

・海外への日本産品の輸出 
・六次産業化 ←自分たちが住む町の取組 
 
 
 
 
 
 
 

【知・技①】  

 調べたことをまとめ、国産品の海外進出や 
六次産業化が重要な課題であることを理解 
している。〈ワークシート・発言〉 

・実物資料

・写真 
・動画 

④食の安全・安心に対する取組について調べる。

＜生産者・消費者＞ 

・トレーサビリティシステム ・検疫  

 
 
 
   
 
 
 
 

【知・技①】 

 調べたことをまとめ、食料生産の安全・安 
心な確保が重要な課題であることを理解し 
ている。 〈ワークシート・発言〉 

・実物
・タブレット
・写真 

 
 
 
 
ま 
と 
め 
る 

⑤ これからの食料生産について調べたことをも

とに、学習問題に対する考えをまとめる。 
 
 

【思・判・表②】 

 食料自給率や輸出入といった問題を関連 
付けたり、食料生産について学習してきたこ 
とを総合したりして学習問題の結論を考え 
ている。        〈ワークシート〉 
 
 

 
  

・前時までの

資料 

⑥ 既習事項を生かし、食料生産の現状について

多角的に考え、これからの食料生産について考

える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【思・判・表②】 

 学習したことを基に、消費者や生産者の立 

場から多角的に考えて、これからの食料生産 

について考え表現している。 

【態②】 

 学習したことを基に、これからの我 

が国の食料生産の在り方について考え 

ようとしている。 

        〈発言・ワークシート〉 

・ﾜｰｸｼｰﾄ
・振り返り

シート 

 

 

 生産者の立場についての学習で、「おおむね満

足できる」状況と評価した児童の記述である。 

　授業では、我が国の食料自給率を上げる取組、さ

らに、未来志向型の取組として「高品質・無形文化

遺産となった和食を生かした食料品の輸出」と「町

の六次産業化」を扱った。 

 

テーマ 

P38 指導計画作成上の留意

事項(2)資料を基に、様々な

解決策を考える様子。 

児童が実際にＩＣＴを活用し、トレーサビリティシス
テムを体験した。生産者が安全・安心に取り組むだけで
なく、自分たち消費者も何ができるかについて考えた。
食料を安定的に安心して確保するためにはという視点で、
世界規模の異常気象と世界の穀物の価格変動について
調べた。世界で何が起こってもいいように日本の食料自
給率を上げる必要があることに気付いた。 

 

食料自給率を上げることで、農業や水産業が活発になる。食の安全、安心には

多くの課題があり、私たち消費者もよく考えて食料を手に入れる必要がある。 

学習問題の結論 

 

牛肉のラベルをよく

見たことがなかった

けど、多くの情報が含

まれていた。個体識別

番号を調べると、自分

が食べる牛肉がどの

ように届けられるの

かよく分かった。 

P38 指導計画作成の
留意事項⑷

P38 指導計画作成の留意事項⑼

P38 指導計画作成の留意事項⑺

我が国の食料生産の未来について多角
的に思考した児童の記述である。生産者の
立場、消費者の立場の双方から考えること
ができている。また、学習してきたことを
踏まえた記述ができていることから「おお
むね満足できる」と判断した。ただ、内容
面で、事象と意味の関連についての表記が
乏しいと感じる箇所があるので、その点に
ついて指導・助言していくようにした。 

児童の多角的な思考 

５　指導・評価に当たって
　 　食料生産に関する我が国の現状と問

題を理解し、これからの食料生産はど
うしていったらよいのだろうかという
解決策を多角的に考える活動を行った。
児童の問題意識を解決に向け、思考の
様子や理解度を細かに把握するため、
右の「学習問題・計画・まとめ・振り
返り・学習問題の結論」を一枚にまと
めたワークシートを用意した。一枚に
まとめることで、児童にとっては常に
学びを振り返ることができ、教師に
とっても、助言など指導に生かす評価
を行い児童の変容を見取ることができ
ると考えた。また、児童が自己評価
（メタ認知）を行うことにもつながった。
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１　小単元名　　国の政治のしくみと選挙
２　小単元について（略）
３　小単元の目標と評価規準（略）
４　小単元の指導計画　（４時間扱い）　（　）の数字は時数
　　国会の働き⑴　選挙のしくみと税金の働き⑴　内閣の働き⑴　裁判所の働き⑴
５　本時の学習指導　（２／４時）
　⑴　目標
　　 　選挙のしくみや税金の働きについて調べたことを関係図にまとめ、選挙や税金とわたしたち

の生活との関係について理解することができる。 〈知識及び技能〉
　⑵　展開
　　〇　税金とは何か、知っていることや考えを出し合い、本時の課題を立てる。
　　　　

　　〇　税金の集め方や使われ方について調べる。
　　　＜調べる際の留意点＞
　　　・「わたしたちのくらしと税＊埼玉県版」を調べる活動の中で活用する。
　　　・タブレットなど ICT の活用を図りながら調べ学習を展開する。
　　〇　選挙のしくみと役割について調べる。
　　　・選挙権（18歳以上）　・政党　　・投票率
　　〇　税金と選挙について関係図にまとめる。

＜事例４＞　「思考を可視化することで、深い学びを促す学習」の事例
　　　　　　 ※ 本事例は、学びを深めるために、思考の可視化を学習活動に組み入れた実践である。
　　　　　　 　 思考の可視化を促すために作成する関係図の活用や見方について、具体的に示して 

いる。
　　　　　　 第６学年　「国の政治のしくみと選挙」　指導要領との関わり：内容⑴　ア、イ

わたしたち国民が納めた税金は、どのように使われ、だれが使い方を決めているのだろう。
課題

                                児童の作成した関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜関係図の作成の手順＞ 

①これまで学習したことで関係のあると思うことを書き入

れる。 

②関係図の中に、私たち（自分、国民等）の存在を位置付

ける。社会との関わりを考える上で重要となる。 

③関係を示す場合、線や矢印で結ぶ。矢印は、一方向（→、

←）、双方向（⇔）、太さ(→、➡)などに意味をもたせる

ことも重要である。 

④結び付けた理由などを文字で記述させる。２つの事象の

関係性と根拠がより明確になる。 

⑤作成した関係図を基に国民生活に果たす選挙と税金の役

割について話し合い、本時のまとめや学習問題の結論を

導いていく。 

＜関係図の作成の際の留意点＞ 

・税金の集め方・使われ方、選挙のしくみと役割について

調べる活動の際、調べた社会的事象、キーワードなどを

短冊用紙にまとめることで、効率的に関係図を作成でき

るようにする。 

・支援が必要な児童には、キーワードやイラスト、写真等

を提示し視覚的に訴えることで、具体的にイメージをも

たせ、関係図を描きやすくさせる。 

　　〇作成した関係図をもとに話し合い、本時のまとめをする。
　　　評 　選挙のしくみや税金の働きについて調べたことを関係図にまとめ、選挙や税金とわたしたち

の生活との関係について理解している。 【知・技②】＜ワークシート＞
　　　⇒ 選挙と税金との関連がしっかり結び付いていない児童には、児童が作成した代表的な関係図を

提示しながら考えさせていくようにする。
　　　⇒ 私たちの生活との関連について意識させるために、関係図の中に私たち（自分・国民等）を位

置付けるようにするとともに、話合いの中でも必ず触れるようにする。
　　　⇒ 選挙で代表者を選ぶ際の大切な視点の一つが税金の集め方や使われ方であるという考え方を

している児童の意見を、意図的に取り上げて広めていくようにする。
　　　　

　　〇投票率の低下という今日的な問題について話し合う。
　　　・ 政治への関心、将来の社会のあり方、自分が選挙権をもつようになって気を付けたいことなど、

学習した内容を関連させながら考えさせていくようにする。
　　〇本時の学習の振り返りをする。
　　　・本時の学習を通して、「選挙」について考えたことなどをノートに記述させるようにする。
　　＜本小単元を展開するに当たって＞
　　　・ 本小単元「国の政治のしくみと選挙」を展開するに当たっては、「わたしたちのくらしと日本国

憲法」の学習と結び付けて学習を進めていくようにする。特に、参政権、納税の義務など国民
としての権利、義務との関連を図っていく。児童の思考を深めるため、思考の可視化の方策と
して効果的な関係図は、国会・内閣・裁判所の三権分立の関係をまとめる際にも有効である。

第４　社会科における学習評価の評定への総括例　　※　詳細はＰ７参照

１　観点ごとの総括の方法例
　 　知識・技能と思考・判断・表現については、学習過程の「まとめ」や「生かす」において行った評

価結果を重視することが考えられる。最後の学習場面における評価結果は、継続的に指導を積み重ね
た結果の学習状況であると捉えられるからである。ただし、「主体的に学習に取り組む態度」について
は、主体的に問題解決しようとする態度【態①】と、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に
生かそうとしている【態②】の二つの態度について評価する。

２　単元における観点ごとの評価の総括例
　 　単元や題材等の内容、時間のまとまりなど、評価場面を精選する。また、教師同士で評価規準や評

価方法を検討する等、計画的に評価することが必要である。
３　学期末及び学年末における観点ごとの評価の総括例
　 　児童自身に学習の見通しをもたせるため、学習評価の方針を事前に児童と共有する場面を必要に応

じて設ける。また、校内組織（学年会や教科等部会等）を活用し、組織的・計画的な評価を行うこと
が重要である。

　※　評定については、あらかじめ各学校で定めておいた基準に基づいて決定する。
　総括例

　わたしたち国民が納めた税金は、様々な公共サービスに使われ、使い方は、選挙で選
ばれた人（議員）たちが話し合いをして決めている。

まとめ

  〇作成した関係図をもとに話し合い、本時のまとめをする。 

   評 選挙のしくみや税金の働きについて調べたことを関係図にまとめ、選挙や税金とわたしたち

の生活との関係について理解している。          【知・技②】＜ワークシート＞ 

   ⇒選挙と税金との関連がしっかり結びついていない児童には、児童が作成した代表的な関係図を

提示しながら考えさせていくようにする。 

   ⇒私たちの生活との関連について意識させるために、関係図の中に私たち（自分・国民等）を位

置付けるようにするとともに、話し合いの中でも意識の弱い児童には助言して意識付けていく。 

   ⇒選挙で代表者を選ぶ際の大切な視点の一つが税金の集め方や使われ方であるという考え方をし

ている児童の意見を意図的に取り上げて広めていくようにする。 

      まとめ 

 

 

  〇投票率の低下という今日的な問題について話し合う。 

   ・政治への関心、将来の社会のあり方、自分が選挙権をもつようになって気を付けたいことなど

と、学習した内容を関連させながら考えさせていくようにする。 

〇本時の学習の振り返りをする。 

   ・本時の学習を通して、「選挙」について考えたことをノートに記述させるようにする。 

  ＜本小単元を展開するにあたって＞ 

   ・本小単元「国の政治のしくみと選挙」を展開するにあたっては、「わたしたちのくらしと日本国 

    憲法」の学習と結び付けて学習を進めていくようにする。特に、参政権、納税の義務など国民 

       としての権利、義務との関連を図っていく。児童の思考を深めるため、思考の可視化の方策と 

       して効果的な関係図は、国会・内閣・裁判所の三権分立の関係をまとめる際にも有効である。 

 

第４ 社会科における学習評価の評定への総括例  ※ 詳細はＰ６参照 

１ 観点ごとの総括の方法例 

  知識・技能と思考・判断・表現については、学習過程の「まとめ」や「生かす」において行った評 
 価結果を重視することが考えられる。最後の学習場面における評価結果は、継続的に指導を積み重ね 
 た結果の学習状況であると捉えられるからである。ただし、「主体的に学習に取り組む態度」について 
 は、主体的に問題解決しようとする態度「態①」と、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に 
 生かそうとしている「態②」の二つの態度について評価する。 
２ 単元における観点ごとの評価の総括例 
  単元や題材等の内容、時間のまとまりなど、評価場面を精選する。また、教師同士で評価規準や評 
 価方法を検討する等、計画的に評価することが必要である。 
３ 学期末及び学年末における観点ごとの評価の総括例 

児童自身に学習の見通しをもたせるため、学習評価の方針を事前に児童と共有する場面を必要に応 
 じて設ける。また、校内組織（学年会や教科等部会等）を活用し、組織的・計画的な評価を行うこと 
 が重要である。 
 ※ 評定については、あらかじめ各学校で定めておいた基準に基づいて決定する。 
 総括例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 各学校で事前に基準を決めておく必要がある例 
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知識・技能 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ
思考・判断・表現 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ
主体的に学習に取り組む態度 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
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わたしたち国民が納めた税金は、様々な公共サービスに使われ、使い方は、選挙で選ばれた

人（議員）たちが話し合いをして決めている。 

まとめ 

表の空欄の部分は、児童の学習状況を見取

り、指導に生かし、学習改善や指導改善に

つなぐことを重視する時間を意味してい

る。評価が記入されている部分は、評価し

たことを指導に生かしつつ、評価したこと

を記録に残す時間を意味している。 
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１　小単元名　　国の政治のしくみと選挙
２　小単元について（略）
３　小単元の目標と評価規準（略）
４　小単元の指導計画　（４時間扱い）　（　）の数字は時数
　　国会の働き⑴　選挙のしくみと税金の働き⑴　内閣の働き⑴　裁判所の働き⑴
５　本時の学習指導　（２／４時）
　⑴　目標
　　 　選挙のしくみや税金の働きについて調べたことを関係図にまとめ、選挙や税金とわたしたち

の生活との関係について理解することができる。 〈知識及び技能〉
　⑵　展開
　　〇　税金とは何か、知っていることや考えを出し合い、本時の課題を立てる。
　　　　

　　〇　税金の集め方や使われ方について調べる。
　　　＜調べる際の留意点＞
　　　・「わたしたちのくらしと税＊埼玉県版」を調べる活動の中で活用する。
　　　・タブレットなど ICT の活用を図りながら調べ学習を展開する。
　　〇　選挙のしくみと役割について調べる。
　　　・選挙権（18歳以上）　・政党　　・投票率
　　〇　税金と選挙について関係図にまとめる。

＜事例４＞　「思考を可視化することで、深い学びを促す学習」の事例
　　　　　　 ※ 本事例は、学びを深めるために、思考の可視化を学習活動に組み入れた実践である。
　　　　　　 　 思考の可視化を促すために作成する関係図の活用や見方について、具体的に示して 

いる。
　　　　　　 第６学年　「国の政治のしくみと選挙」　指導要領との関わり：内容⑴　ア、イ

わたしたち国民が納めた税金は、どのように使われ、だれが使い方を決めているのだろう。
課題

                                児童の作成した関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜関係図の作成の手順＞ 

①これまで学習したことで関係のあると思うことを書き入

れる。 

②関係図の中に、私たち（自分、国民等）の存在を位置付

ける。社会との関わりを考える上で重要となる。 

③関係を示す場合、線や矢印で結ぶ。矢印は、一方向（→、

←）、双方向（⇔）、太さ(→、➡)などに意味をもたせる

ことも重要である。 

④結び付けた理由などを文字で記述させる。２つの事象の

関係性と根拠がより明確になる。 

⑤作成した関係図を基に国民生活に果たす選挙と税金の役

割について話し合い、本時のまとめや学習問題の結論を

導いていく。 

＜関係図の作成の際の留意点＞ 

・税金の集め方・使われ方、選挙のしくみと役割について

調べる活動の際、調べた社会的事象、キーワードなどを

短冊用紙にまとめることで、効率的に関係図を作成でき

るようにする。 

・支援が必要な児童には、キーワードやイラスト、写真等

を提示し視覚的に訴えることで、具体的にイメージをも

たせ、関係図を描きやすくさせる。 

　　〇作成した関係図をもとに話し合い、本時のまとめをする。
　　　評 　選挙のしくみや税金の働きについて調べたことを関係図にまとめ、選挙や税金とわたしたち

の生活との関係について理解している。 【知・技②】＜ワークシート＞
　　　⇒ 選挙と税金との関連がしっかり結び付いていない児童には、児童が作成した代表的な関係図を

提示しながら考えさせていくようにする。
　　　⇒ 私たちの生活との関連について意識させるために、関係図の中に私たち（自分・国民等）を位

置付けるようにするとともに、話合いの中でも必ず触れるようにする。
　　　⇒ 選挙で代表者を選ぶ際の大切な視点の一つが税金の集め方や使われ方であるという考え方を

している児童の意見を、意図的に取り上げて広めていくようにする。
　　　　

　　〇投票率の低下という今日的な問題について話し合う。
　　　・ 政治への関心、将来の社会のあり方、自分が選挙権をもつようになって気を付けたいことなど、

学習した内容を関連させながら考えさせていくようにする。
　　〇本時の学習の振り返りをする。
　　　・本時の学習を通して、「選挙」について考えたことなどをノートに記述させるようにする。
　　＜本小単元を展開するに当たって＞
　　　・ 本小単元「国の政治のしくみと選挙」を展開するに当たっては、「わたしたちのくらしと日本国

憲法」の学習と結び付けて学習を進めていくようにする。特に、参政権、納税の義務など国民
としての権利、義務との関連を図っていく。児童の思考を深めるため、思考の可視化の方策と
して効果的な関係図は、国会・内閣・裁判所の三権分立の関係をまとめる際にも有効である。

第４　社会科における学習評価の評定への総括例　　※　詳細はＰ７参照

１　観点ごとの総括の方法例
　 　知識・技能と思考・判断・表現については、学習過程の「まとめ」や「生かす」において行った評

価結果を重視することが考えられる。最後の学習場面における評価結果は、継続的に指導を積み重ね
た結果の学習状況であると捉えられるからである。ただし、「主体的に学習に取り組む態度」について
は、主体的に問題解決しようとする態度【態①】と、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に
生かそうとしている【態②】の二つの態度について評価する。

２　単元における観点ごとの評価の総括例
　 　単元や題材等の内容、時間のまとまりなど、評価場面を精選する。また、教師同士で評価規準や評

価方法を検討する等、計画的に評価することが必要である。
３　学期末及び学年末における観点ごとの評価の総括例
　 　児童自身に学習の見通しをもたせるため、学習評価の方針を事前に児童と共有する場面を必要に応

じて設ける。また、校内組織（学年会や教科等部会等）を活用し、組織的・計画的な評価を行うこと
が重要である。

　※　評定については、あらかじめ各学校で定めておいた基準に基づいて決定する。
　総括例

　わたしたち国民が納めた税金は、様々な公共サービスに使われ、使い方は、選挙で選
ばれた人（議員）たちが話し合いをして決めている。

まとめ

  〇作成した関係図をもとに話し合い、本時のまとめをする。 

   評 選挙のしくみや税金の働きについて調べたことを関係図にまとめ、選挙や税金とわたしたち

の生活との関係について理解している。          【知・技②】＜ワークシート＞ 

   ⇒選挙と税金との関連がしっかり結びついていない児童には、児童が作成した代表的な関係図を

提示しながら考えさせていくようにする。 

   ⇒私たちの生活との関連について意識させるために、関係図の中に私たち（自分・国民等）を位

置付けるようにするとともに、話し合いの中でも意識の弱い児童には助言して意識付けていく。 

   ⇒選挙で代表者を選ぶ際の大切な視点の一つが税金の集め方や使われ方であるという考え方をし

ている児童の意見を意図的に取り上げて広めていくようにする。 

      まとめ 

 

 

  〇投票率の低下という今日的な問題について話し合う。 

   ・政治への関心、将来の社会のあり方、自分が選挙権をもつようになって気を付けたいことなど

と、学習した内容を関連させながら考えさせていくようにする。 

〇本時の学習の振り返りをする。 

   ・本時の学習を通して、「選挙」について考えたことをノートに記述させるようにする。 

  ＜本小単元を展開するにあたって＞ 

   ・本小単元「国の政治のしくみと選挙」を展開するにあたっては、「わたしたちのくらしと日本国 

    憲法」の学習と結び付けて学習を進めていくようにする。特に、参政権、納税の義務など国民 

       としての権利、義務との関連を図っていく。児童の思考を深めるため、思考の可視化の方策と 

       して効果的な関係図は、国会・内閣・裁判所の三権分立の関係をまとめる際にも有効である。 

 

第４ 社会科における学習評価の評定への総括例  ※ 詳細はＰ６参照 

１ 観点ごとの総括の方法例 

  知識・技能と思考・判断・表現については、学習過程の「まとめ」や「生かす」において行った評 
 価結果を重視することが考えられる。最後の学習場面における評価結果は、継続的に指導を積み重ね 
 た結果の学習状況であると捉えられるからである。ただし、「主体的に学習に取り組む態度」について 
 は、主体的に問題解決しようとする態度「態①」と、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に 
 生かそうとしている「態②」の二つの態度について評価する。 
２ 単元における観点ごとの評価の総括例 
  単元や題材等の内容、時間のまとまりなど、評価場面を精選する。また、教師同士で評価規準や評 
 価方法を検討する等、計画的に評価することが必要である。 
３ 学期末及び学年末における観点ごとの評価の総括例 

児童自身に学習の見通しをもたせるため、学習評価の方針を事前に児童と共有する場面を必要に応 
 じて設ける。また、校内組織（学年会や教科等部会等）を活用し、組織的・計画的な評価を行うこと 
 が重要である。 
 ※ 評定については、あらかじめ各学校で定めておいた基準に基づいて決定する。 
 総括例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 各学校で事前に基準を決めておく必要がある例 
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知識・技能 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ
思考・判断・表現 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ
主体的に学習に取り組む態度 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価

評
定

1
学
期
末
の
評
価

２
学
期
末
の
評
価

３
学
期
末
の
評
価

2Ｘ児

３学期２学期1学期

  

わたしたち国民が納めた税金は、様々な公共サービスに使われ、使い方は、選挙で選ばれた

人（議員）たちが話し合いをして決めている。 

まとめ 

表の空欄の部分は、児童の学習状況を見取

り、指導に生かし、学習改善や指導改善に

つなぐことを重視する時間を意味してい

る。評価が記入されている部分は、評価し

たことを指導に生かしつつ、評価したこと

を記録に残す時間を意味している。 
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社

　会

１　小単元名　　国の政治のしくみと選挙
２　小単元について（略）
３　小単元の目標と評価規準（略）
４　小単元の指導計画　（４時間扱い）　（　）の数字は時数
　　国会の働き⑴　選挙のしくみと税金の働き⑴　内閣の働き⑴　裁判所の働き⑴
５　本時の学習指導　（２／４時）
　⑴　目標
　　 　選挙のしくみや税金の働きについて調べたことを関係図にまとめ、選挙や税金とわたしたち

の生活との関係について理解することができる。 〈知識及び技能〉
　⑵　展開
　　〇　税金とは何か、知っていることや考えを出し合い、本時の課題を立てる。
　　　　

　　〇　税金の集め方や使われ方について調べる。
　　　＜調べる際の留意点＞
　　　・「わたしたちのくらしと税＊埼玉県版」を調べる活動の中で活用する。
　　　・タブレットなど ICT の活用を図りながら調べ学習を展開する。
　　〇　選挙のしくみと役割について調べる。
　　　・選挙権（18歳以上）　・政党　　・投票率
　　〇　税金と選挙について関係図にまとめる。

＜事例４＞　「思考を可視化することで、深い学びを促す学習」の事例
　　　　　　 ※ 本事例は、学びを深めるために、思考の可視化を学習活動に組み入れた実践である。
　　　　　　 　 思考の可視化を促すために作成する関係図の活用や見方について、具体的に示して 

いる。
　　　　　　 第６学年　「国の政治のしくみと選挙」　指導要領との関わり：内容⑴　ア、イ

わたしたち国民が納めた税金は、どのように使われ、だれが使い方を決めているのだろう。
課題

                                児童の作成した関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜関係図の作成の手順＞ 

①これまで学習したことで関係のあると思うことを書き入

れる。 

②関係図の中に、私たち（自分、国民等）の存在を位置付

ける。社会との関わりを考える上で重要となる。 

③関係を示す場合、線や矢印で結ぶ。矢印は、一方向（→、

←）、双方向（⇔）、太さ(→、➡)などに意味をもたせる

ことも重要である。 

④結び付けた理由などを文字で記述させる。２つの事象の

関係性と根拠がより明確になる。 

⑤作成した関係図を基に国民生活に果たす選挙と税金の役

割について話し合い、本時のまとめや学習問題の結論を

導いていく。 

＜関係図の作成の際の留意点＞ 

・税金の集め方・使われ方、選挙のしくみと役割について

調べる活動の際、調べた社会的事象、キーワードなどを

短冊用紙にまとめることで、効率的に関係図を作成でき

るようにする。 

・支援が必要な児童には、キーワードやイラスト、写真等

を提示し視覚的に訴えることで、具体的にイメージをも

たせ、関係図を描きやすくさせる。 

　　〇作成した関係図をもとに話し合い、本時のまとめをする。
　　　評 　選挙のしくみや税金の働きについて調べたことを関係図にまとめ、選挙や税金とわたしたち

の生活との関係について理解している。 【知・技②】＜ワークシート＞
　　　⇒ 選挙と税金との関連がしっかり結び付いていない児童には、児童が作成した代表的な関係図を

提示しながら考えさせていくようにする。
　　　⇒ 私たちの生活との関連について意識させるために、関係図の中に私たち（自分・国民等）を位

置付けるようにするとともに、話合いの中でも必ず触れるようにする。
　　　⇒ 選挙で代表者を選ぶ際の大切な視点の一つが税金の集め方や使われ方であるという考え方を

している児童の意見を、意図的に取り上げて広めていくようにする。
　　　　

　　〇投票率の低下という今日的な問題について話し合う。
　　　・ 政治への関心、将来の社会のあり方、自分が選挙権をもつようになって気を付けたいことなど、

学習した内容を関連させながら考えさせていくようにする。
　　〇本時の学習の振り返りをする。
　　　・本時の学習を通して、「選挙」について考えたことなどをノートに記述させるようにする。
　　＜本小単元を展開するに当たって＞
　　　・ 本小単元「国の政治のしくみと選挙」を展開するに当たっては、「わたしたちのくらしと日本国

憲法」の学習と結び付けて学習を進めていくようにする。特に、参政権、納税の義務など国民
としての権利、義務との関連を図っていく。児童の思考を深めるため、思考の可視化の方策と
して効果的な関係図は、国会・内閣・裁判所の三権分立の関係をまとめる際にも有効である。

第４　社会科における学習評価の評定への総括例　　※　詳細はＰ７参照

１　観点ごとの総括の方法例
　 　知識・技能と思考・判断・表現については、学習過程の「まとめ」や「生かす」において行った評

価結果を重視することが考えられる。最後の学習場面における評価結果は、継続的に指導を積み重ね
た結果の学習状況であると捉えられるからである。ただし、「主体的に学習に取り組む態度」について
は、主体的に問題解決しようとする態度【態①】と、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に
生かそうとしている【態②】の二つの態度について評価する。

２　単元における観点ごとの評価の総括例
　 　単元や題材等の内容、時間のまとまりなど、評価場面を精選する。また、教師同士で評価規準や評

価方法を検討する等、計画的に評価することが必要である。
３　学期末及び学年末における観点ごとの評価の総括例
　 　児童自身に学習の見通しをもたせるため、学習評価の方針を事前に児童と共有する場面を必要に応

じて設ける。また、校内組織（学年会や教科等部会等）を活用し、組織的・計画的な評価を行うこと
が重要である。

　※　評定については、あらかじめ各学校で定めておいた基準に基づいて決定する。
　総括例

　わたしたち国民が納めた税金は、様々な公共サービスに使われ、使い方は、選挙で選
ばれた人（議員）たちが話し合いをして決めている。

まとめ

  〇作成した関係図をもとに話し合い、本時のまとめをする。 

   評 選挙のしくみや税金の働きについて調べたことを関係図にまとめ、選挙や税金とわたしたち

の生活との関係について理解している。          【知・技②】＜ワークシート＞ 

   ⇒選挙と税金との関連がしっかり結びついていない児童には、児童が作成した代表的な関係図を

提示しながら考えさせていくようにする。 

   ⇒私たちの生活との関連について意識させるために、関係図の中に私たち（自分・国民等）を位

置付けるようにするとともに、話し合いの中でも意識の弱い児童には助言して意識付けていく。 

   ⇒選挙で代表者を選ぶ際の大切な視点の一つが税金の集め方や使われ方であるという考え方をし

ている児童の意見を意図的に取り上げて広めていくようにする。 

      まとめ 

 

 

  〇投票率の低下という今日的な問題について話し合う。 

   ・政治への関心、将来の社会のあり方、自分が選挙権をもつようになって気を付けたいことなど

と、学習した内容を関連させながら考えさせていくようにする。 

〇本時の学習の振り返りをする。 

   ・本時の学習を通して、「選挙」について考えたことをノートに記述させるようにする。 

  ＜本小単元を展開するにあたって＞ 

   ・本小単元「国の政治のしくみと選挙」を展開するにあたっては、「わたしたちのくらしと日本国 

    憲法」の学習と結び付けて学習を進めていくようにする。特に、参政権、納税の義務など国民 

       としての権利、義務との関連を図っていく。児童の思考を深めるため、思考の可視化の方策と 

       して効果的な関係図は、国会・内閣・裁判所の三権分立の関係をまとめる際にも有効である。 

 

第４ 社会科における学習評価の評定への総括例  ※ 詳細はＰ６参照 

１ 観点ごとの総括の方法例 

  知識・技能と思考・判断・表現については、学習過程の「まとめ」や「生かす」において行った評 
 価結果を重視することが考えられる。最後の学習場面における評価結果は、継続的に指導を積み重ね 
 た結果の学習状況であると捉えられるからである。ただし、「主体的に学習に取り組む態度」について 
 は、主体的に問題解決しようとする態度「態①」と、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に 
 生かそうとしている「態②」の二つの態度について評価する。 
２ 単元における観点ごとの評価の総括例 
  単元や題材等の内容、時間のまとまりなど、評価場面を精選する。また、教師同士で評価規準や評 
 価方法を検討する等、計画的に評価することが必要である。 
３ 学期末及び学年末における観点ごとの評価の総括例 

児童自身に学習の見通しをもたせるため、学習評価の方針を事前に児童と共有する場面を必要に応 
 じて設ける。また、校内組織（学年会や教科等部会等）を活用し、組織的・計画的な評価を行うこと 
 が重要である。 
 ※ 評定については、あらかじめ各学校で定めておいた基準に基づいて決定する。 
 総括例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 各学校で事前に基準を決めておく必要がある例 
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知識・技能 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ
思考・判断・表現 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ
主体的に学習に取り組む態度 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
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わたしたち国民が納めた税金は、様々な公共サービスに使われ、使い方は、選挙で選ばれた

人（議員）たちが話し合いをして決めている。 

まとめ 

表の空欄の部分は、児童の学習状況を見取

り、指導に生かし、学習改善や指導改善に

つなぐことを重視する時間を意味してい

る。評価が記入されている部分は、評価し

たことを指導に生かしつつ、評価したこと

を記録に残す時間を意味している。 


